


多頭飼育養豚にbける管理と畜合施設について

所 和暢

(道立滝川|畜試)

はじめに

日本K長ける養豚の多頭飼育のの歴史は浅く、管理や施設の面でみるかぎタ副業的左ひさし養豚K金

いて試みられた方法が、そのまま単忙引き仲ばした型として、長〈続けられてきた。しかし、規模拡大

が進む左かでとれまでの方式では対応でき左い面が多くり、新しい管理方式の確立が望まれている2
特K北海道K沿いては、寒冷積雪という気候条件と比較的豊か左土地条件があるが、管理技術、あるい

は畜舎施設K対してとれら条件を加味した研究が、とれまで少左かったよう忙思われる。
う十

筆者も 46年から本格的忙とれらの問題を取タあげ、道内養豚の個別経営の実態Kふれる機会をえた。

そとで、とれらの調査中K感じたととを中心K、 2""Rの事例を紹介し左がら筆者の考えを述べてみた

い。

在主子、本研究会の会員は、比較的養豚忙関与する機会の少左い方々が多いと思われるととから、北海

道の養豚概況Vてついても簡単Kふれてみた。

l 北海道における養豚の位置

(1) 豚肉の生産

北海道K長ける豚肉の生産を枝肉生産量でみると、とれまで 24.0 00 tから 25. 0 0 0 tを推移し

ていたが、 45年では 34. 0 0 0 tまで増加している。との豚枝肉量が総枝肉量に石める割合は、 44 

年で 68.6婦、 4 5年で 66. 5婦とその比重は高〈、ほほ道民の需要を満している。

(2) 頭数と規模

4 6年 2月(rCi;"ける北海道の豚信j養頭数は、 33 8.200頭(内繁殖雌豚 37.700頭)であれ戸数は

12.97 0戸であった。一戸当タの頭数では 26.1頭と全国平均の 17. 3頭をはるかに上まわっ.ている。

(3) 地域性

地帯としてみると複合化Kよる生産所得の向上を目的として網走、北見を中心とする畑作複合養豚、

石狩・空知なよび上川|の稲作・畑作複合養豚が定着しているO また、地方消費経済圏を背景とした事業

的、企業的を都市近郊養豚が札幌・函館・旭川1:;1:，.，.よび帯広左どK展開して:;1:，'".b、複合型と併せて肉豚生

北海道家畜管理研究会報第?号， 15""29， 1972 

美滝川|畜試では 46年から「寒地K長ける豚の飼養管理技術の体系イヒ Jという課題で、飼養・衛生

をよび経営の担当者Kよる協同研究が開始された。
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産の主要左、 K左い手と在っている。

2 養豚の飼養管理的類型

養豚経営K長ける最終生産物は肉豚であるが、子豚から肉豚K仕上るまでの過程は、それほど簡単左

ものでは左〈、摸式的K示すと図 1のよう K左る。

図-1 子豚から肉豚まで
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肉豚後期

個別の経営では、との一連の生産過程を同一経営内で行左う一貫形態、子豚を専問K生産する繁殖豚

形態、定予よび、子豚を購入して肉豚生産を専問とする肥育形態K大別されるo 以上の区分は、管理作業や

畜舎と関連する生産過程からの類型化で的、その内容を表1Kまとめてみ7ご

掛農業経営の分野では別の区分がある。
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表 1 養豚経営形態

生 産 物 経 営 経 件邑ι 内 h廿._. 

繁殖豚
種豚専門飼養 種豚場(ブリーダー);一部肉豚飼養を含む

子 豚 生 産 肉用素豚販売 複合型農業養豚;規模小~中、飼料一部自給
経 持邑b 

専門飼養 家族労働主体、糞尿畑環元

繁殖・肥育
i (1) 複合型農業養豚;規模小~中

一貫飼養
飼料一部自給(繁殖豚)、家族労働主体

(子豚生産) 一 買 糞尿・畑環元

l (2) 都近郊専業的;規模中~大、飼料一部残飯

肉 豚 生産 経 件邑ι 家族労働主体、子豚一部購入

は一部販売

ものを含む
白)都市近郊専業的~企業的;規模大、飼料配合

¥ 単味、残飯、家族労働+雇用

肉豚飼養 (1) 企業的~専業的;規模大

肉 豚 子豚購入 飼料配合依存(残飯依存)

肉 豚生 産 雇用労働、土地と無関係
経 営

Lω 一 貫 経 営 白 中 で 似 倣 近 い 型 白 も 白
ー一一一一一

北海道K沿いては、一貫形態をとるものが多い、自給飼料を基盤とした複合型養豚、食品工業残さや

残飯を刺用する都市近郊の専業的養豚が代表である。前者Vてついて壮、農林水産技術会議の企画Kもと

2) 3) 

づ〈地域標準体系の一環として、すでK技術的、経呂的在検討がをされているo また後者Kついては、規

規模拡大の中で養豚団地を新しく形成するものも認められる。

最近の傾向としてみのがすととができ左いのは、子豚を購入して肉豚肥育を専門化した企業的多頭養

豚の増加であろう。との場合の子豚導入先は、規模の比較的小さい複合型農業養豚が主体であb、今後

の子豚生産基盤の整備や子豚市場の形成左どが大きく影響するものと思われる。

3 繁殖豚飼養の管理と畜舎

現在認められる管理方式を表 2(rCまとめてみた。

とれまで子豚生産の主体は、農業と複合した比較的小規模のしかも数の多い飼養農家群Kよって占め

られてきた。との場合の管理方式は表の I型K属するもので、繁殖豚を個体どとに舎飼する多労的左も

のであった。しかし、子豚需要が高まタ繁殖豚の規模拡大を進めるVてあた夕、従来の集約的左管理方式

をとる子豚生産農家群では、労働の競合が著し〈十分左発展は望め左い。とのため新しい省力的左管理
め5)

方式を確立する必要があ b、栗原は早くからとの点K注目して、妊娠豚む群放飼、分娩日甫乳介助の省力

化を提起した。表の E、E型は妊娠豚の群飼育と無看護分娩を組み合せたもので、今回の調査でも E型
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表 2 繁殖豚の管理方式の例

型 醐期 (115日)分手授乳日?離乳九胎期
25--4 5 E3) ! ( 1 0日〉

備 考

I単飼 -個体飼養(放牧・ -年間同一豚房K繋養、規模小一従来

放飼〉 ック) ・定量給割安酌 型

-定量給与 -定量給与、赤外 -自給飼料の利用

線電球、保温マ

ット利用

E群信j -群飼養(4.-.8 -個体飼養(+パド・群飼養 -期間どと K豚房、豚舎が異在る。

頭)+放枚、放飼 ック) -定量給与佼@e) -分娩柵、給餌柵附属、無肩護分娩法

-定量給与 -定量、自由採食 -規模中~大

-赤外線電球、保 -配合飼料の利用

温マット、温風

機利用

E群飼 -群飼養(8-15 -個体飼養 (10日 -群飼養 'IIタイプとほぼ同一であるが、施設

頭)+放牧、放飼 間)後 -定量給与佼画D としては各時期の独立した豚舎があ

-定量給与 群飼養(子付 b、特vc:5.子娩豚舎は、無看護介娩の

群飼) ために保温K留意されている。

-定量、自由採食 -大期模

-分娩豚舎の全体

的保温

※ いづれの場合でも糞尿処理は一輪車、 リヤカー左どKよる手最搬出が多い。

が明らかK増加している。

妊娠期の群飼育Kは、さらK放牧や放飼をと b入れるとと Kよれ繁殖豚の健康保具子豚育成率の

向島ょび省力イ?がはからtL60 分娩柵を設置して行左う無看護分娩法は、温暖在地方(主として内地

府県)で確立された技術として広〈普及している。北海道では冬季の低温時K実施した場合の新生子豚

への影響が検討ぎれ、年聞の完全実施Kはとれまでの子豚保温方法と質を異Kした無看護分娩を前提と

した保温対策が必要であるo 今回の調査では、とれまでの局所保温から温風暖房機、温水暖房機を利用

した全体的加温の傾向が認められる。

図 2、8幸子よび4は、比較的規模の大きい経営K長ける繁殖豚舎の略図である。

事例1は、 5 0頭の繁殖豚を家族労働 1人で管理する稲作複合型の繁殖専門経営である。管理作業の

特色は、妊娠豚 4頭を 1群として管理し、分娩授乳豚は従来の方式(分娩日甫乳介助を行左う )vcよフて

¥(-).る。豚舎の特色は、上壁の外側は波型鉄板とし内側K発泡スチローノレ (15mm)を用い、天井裏を広

くとり(高さ 1.8 0 m. )敷料(細切稲わら)を大量Kつめとんで冬季の断熱効果を高めているととであ

ろう。飼料は配合飼料で、子豚は市場K出荷しているo

事例2は会社組織の一貫経営で、繁殖豚常時 120頭飼養し、肉豚を 2.00 0頭(年間)出荷してい

る。
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図 2 事例 1 繁殖豚飼養
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管理は、 8-1  6頭の妊娠豚群飼を行左い、図K示した無窓分娩豚舎で無看護分娩を行左い、生後

1 0日目頃から母子豚を 2腹群飼育している。

畜舎の特色は、給餌柵を付設した群雌豚舎とフロアヒーティング(電熱線)と温風暖房機Kよって加

湿さえた無窓型分娩豚舎である。

事例 8は専業的左一貫経営で繁殖豚を常時 45頭飼養し、一部子豚購入して年間1.400頭の肉豚を

出荷している。管理の特色は、妊娠期の雌豚は単飼し、分娩は別の豚舎で無看護分娩するととであーるo

豚舎は、建物Vてそれほど留意されてい左いが、すべての豚舎K積極的左加温(温風暖房、電熱ヒーテ

ィング、温水暖房〉を実施している。

今後の繁殖豚が、とれまで見てきたどとし群飼ー無看護分娩という定型的左方向Vてすすむととは、

ほほ疑問の左いととろであろう。そとで、とれらの管理方式をす寸める場合の若干の問題点を指摘して

みたい。

まず妊娠豚の群飼では、離乳後の空胎豚を混信jするとき VCi>""とるはげしい闘争の問題があるO 広い放

飼場で新しく群を編成した場合Vては、弱い豚が広いスペースをKげまわっているうちK徐々に順化する

場合が多い。しかし冬期の舎飼時Kは狭い豚房内で直接闘争するため事故豚の発生があった夕、最後ま

で順化し左い豚があったbする。との場合の強さのj順化は、体重よ b年令や品種の差が大きいようであ

る?
次K飼料給与の問題であるが、妊娠豚では胎児の発育と合せて給与量を増加させるのが一般的左飼養

法であれ群飼では各群の分娩月日がある程度そろっている必要がある。とのため、発'1育の「司鈴ヒ等の

研究が必要であろうし、一方栄養面からは、群飼養K適合した飼養法の研究もすすめる必要があろう。

次K交目cVCかかわる問題であるが、繁殖豚の頭数が増加するととKよb交配回数も増加し、とれKか

かわる作業も無視出来左〈左っているo とれまでの個体どとの自然、交配を省力化(例えば雄豚と雌豚の

混飼〉した九人工授精導入左ども今後の検討課題で‘あろう。

繁殖豚の豚舎にヲいてみると、妊娠期はそれほど高温を維持する必要性も左いととから、今後管理作

業と関連の強い平面的左構造、特K群飼房の型式左どが豚の習性左どと合せて検討されよう。分娩授乳

期の豚舎では、分娩柵構造左どの検討は一段落しているととから、冬期の無看護を前提とした効率的左

加温方法の確立が望まれている。

4 肥育豚飼養の管理と畜舎

肥育豚(離乳から出荷まで)の管理は個別性が強く、定型的左方式はみあたら左い治九項目別K整理

すると表8のようである。

形態では幼豚期から出荷主で同一豚房、同一群で管理する¢劫Z、これまでの貫行であった。しかし多頭

化が進むKつれて、豚舎の保温、飼育密度、長よび豚舎の回転率左どの関連から、幼豚期と肥育期でそ

れぞれ豚房や豚舎を分けて管理する方式の出現も認められている。とれと同時K、総合的豚舎から専門
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表 8 肉豚の管理方法の概要

区 分 、管理方法の概要

形 豚同で合
4
R

荷出ら

群
か
一

期

同
豚

、

幼

房
態 -子豚期、前期後期Kよって豚房、群

構成を変る(保温、飼育密度との関

連)

一群の頭数|・ 1腹 8--1 0頭 Z腹 14--1 8頭 大群 20--3 0頭

飼 料 給 与|・自由採食、前期(4 0匂頃まで)自由採食後期定量給与、全期間定量給与

・紛餌、固ねれ液状

糞尿の搬出|・一輪車、リヤカ-VCよる手動搬出、水洗方式、機械搬出(トラクタ一、パン

クリーナー〉、窓から投げ出す

保 温 方 法 I.幼豚期K集中して各種方法が試みられている。(赤外線電球、電熱マット)

・最近フロアヒータ一、温風機の導入あb。

別豚舎へと移行し、大きさも 80--100坪(常時 200頭飼養)の豚舎を数棟並列した、いわゆる豚

舎群を構成するものが多〈在っている。

一群の頭数(1房当 bの頭数 )VCついてみると、一貫経営では 1-2腹の子豚(8-1 6頭)を一群

とする事例が多い。大規模左肥育専門経営では、 2 0...... 3 0頭を一群とする荷理が先進県で普及してい

るが、北海道では少左いようである。とのととは、子豚市場がほとんど左ぐ均一的左子豚を一度Kしか，

も大量K導入しKくい点在どが関係するものと思われる。

飼料の給与方法では、利用飼料の内容が個JJIJVCより多岐Kわたれきわめて個性的であるo 一般的K

は 1日2回の定量給与が多い。

糞尿の搬出方法は、一輪車やリヤカ-VCよる手動搬出が圧倒的K多く、機械化の事例はほとんど左ぐ、

豚房どと K窓から投棄するものもか左 b認められる。省力的であるとして水洗方式が試みられているが、

冬季Kは舎内を低温多湿Kするし、大量の汚水処理で行きづま bフフあるo

10) 
豚舎の構造では、デンマーク式豚舎の紹介を契機として、豚房型式、通路と豚房の配置左ど平面的左

構造の検討がす寸めら品。その基本は省力的であるととと、排糞場所を豚の離を利用して固定化す
11)12) 

るととであった。現在では豚舎中央K通路を設け豚房を複ヂIJVC配置したいわゆる中央通路複列式が一般

的である。豚房型式はデンマーク式(排糞所後方型〉かその変型C側方排糞所型が広〈普及しているo

13)14】15)
1頭当bの床面積は、研究報口が少左いが一般K坪 8頭(1 rrfVC 1頭)が標準とされている。最近不断

16) 
給餌法を前提とした間口の狭い奥行きの長いアメリカ式豚房左どが紹介されているo

豚舎構造の中でも屋根、床、壁恥よび天井左どの材料と換気方式は舎内環境と密接K関係する。しか
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1)17) 
し、との種の立面的構造は、とれまで日本忙沿いて豚舎ではほとんど検討されて争らず、最近注自まれ

はじめた。従来副業的左段階では、独立した豚舎が少左〈馬房台納屋左どを改造するものが多〈、一般

K飼育密度は低〈かった。とのため冬季か左 bの低温と在っても、すき聞からの自然換気左どVてよ b高

湿が加わるととは少左かった。低温K対しては、豊富K敷料を使用するととKよって対応していたし、

自給飼料や農業残さ左ど安価左飼料を給与するととrょb生産性の低下を会ぎ在ってきた。 しかし、

規模が大き〈在るKつれ、豚舎建築費を節減寸るするため断熱性K乏しい簡易左しかも面積の大き在豚

舎を建築するよう忙左b、豚舎の償却を早めるため床面積的にも気容積の上でも密飼いと左っている。

今回の調査でも、床コンクリート、腰ブロック積は定型的であるが、上壁は波型鉄板、板、スレート板、

佐よび合成樹脂板左どを一重するものが多〈、天井の無いものが半数を占めている。屋根は野地板と波

型鉄板が多いが、野地板のをいものも相当認められるo 換気方式では、自然換気がほとんどであ b、屋

根K排気筒のみを設置するものが多い。しかし排気口は入気口があってはじめてその効果を発揮するも

ので、かかる排気筒の効果は疑問であるo しかし、いたづらK換気量を増加するととは、冬季忙はかえ

って舎内を低温Kするととも考えられる。今回の配表調査で、舎内環境を把握するため忙、給水器の凍

結状況と結露状況を質問した。調査事例の半数が、冬器忙数回、あるいはほとんど毎日凍結するとして

:;b-. _!? ，結露忙ヲいては、全体の%が時々、 あるいはほとんど毎日、天井や壁K結露すると回答してい

る。とのととは、北海道K沿ける冬季の肥育豚舎は、舎内温度がか左 b低下し、きわめて高湿度である

ととを示すものであるo 配表調査中、実vc~~の回答者が今後豚舎を改造したいとしているととは、重

要左問題と考えられる。とのよう左舎内環境K台ける疾病の多発傾向や生産性の低下は広〈経験される

ととであれ籍回以本研究会ですで忙報告しているo

とれらK対する対策としては、適債j養環境を作出するととと、栄養学的在方面(飼料の質や量)から

の解決が考えられる。今回の調査中、前者K対するものとして、積極的忙断熱材を利用し電動換気扇を

とb入れる事例と、建物の構造よタむしろ電熱ヒーターや重油ストーブ左どの加温器具を導入するとと

Kょb除湿効果をめざすものが認められた。

図 5、 6、会よび 7は比較的断撚や換気左どの立面構造K配慮された例である。事例 4は北海道でき

わめて一般的左豚舎で高湿度のため後日屋根K発泡スチーノレをはbつけたものである。との程度の改造

ではほとんど効果が左いようである。事例 5、 6は建築当初から断熱、換気を計画K入れたもので、事

例 5では飼育密度がやや低いとともあって良好走環境が維持されているo
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中央通路複列式木造豚舎 3X20=60T=jZ

骨組;木造ヌキ合掌 床 ;コンクリート 4尺

屋根;波型鉄板、野地板 換気方式;自然換気

発泡スチロール20棚

暖房 ;無

天井 ;無
飼養形態， 1豚房 15頭

上壁;波型合成樹脂板 朝夕 2回の定量給与
配合飼料稲わら

腰;プロック 一輪車(水洗) 6尺 [cLLJ一 二
。

ー
や
6
1

l|飼料室 し/iト一一
|I F~ 

ttll 
排水溝

20 K 

図 5 事例 4 肉豚肥育
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中央通路複列木造豚舎 3;8 X 2 4 = 9 1. 2坪 2 2豚房
排気筒

骨組;木造ヌキ合掌 換気方式;

屋根排気 6ク所 30明ファン

(入気特別無〕

暖房;無

屋根;カラす失板、野地板

天井;ベニヤ、グラスウール 30脇
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中央通路複列式木造豚舎 3.5X 1 7 = 5 9.5坪 16豚房

骨格;木造 i

屋根;長尺鉄板
木毛板

天井;ベニヤ、発泡スチロール

上壁;外モルタル、中発泡スチロール

内ベニヤ板

窓 ;ガラス一重

腰 ;コンクリート

床 ;コンクリート

換気方式;八気→天井
側壁→電動ファン

暖房;無

飼養管理;子豚期と肉豚期の分離

朝夕 2固定量給与配合飼料

稲わら、一輪車と水洗

1豚房…一・ 12-1 5頭

l
'
m
o
l

・

図 7 事例 6 肉 豚 肥 育 ( 子 豚 期 )



以上む実態から北海道K恥ける肥育豚舎では、冬季の低温高湿を改造するととが今後の重要左課題と

考えられる。

とのためには、豚の生産反応(飼料効率)(rC及ぼす環境条件の影響を言十数的K正しぐは握する必要が

あれそれを前提とした経済的左断熱方法、換気システムの選定、開発走ど工学分野からのアプローチ

が必要であるう。豚の生理・生産反応と環境との関係はとれま多〈の幸揺すふ九低温域の系統だっ

たものは比較的少左いようであるo

最後K繁殖、肥育K共通した問題である糞尿搬出と飼料給与の省力化Kついてふれてみたい。先十て述

べたよう忙糞尿搬出の実態はきわめて多労的である。管理作業の中でとの部分に要する時聞は最も多〈、

質的Kもきびしい労働であるo きわめて単純左fl撲であるから今後機械化するととが望ましい。現在、

スクレーパーやパンクリーナーを導入する例も若干あるが、豚では排糞習性や債草委形態を牛や鶏とか在

タ異Kするととから、糞尿を舎内で介離できる豚房楕・造と搬出機械を組み合せる必要がある。最近、排

糞所の床をスノコKした例が先進県K認められるが、水洗方式で搬出するため汚水の処理面で問題が出

ている。養豚では、乳牛と異タ規模拡大忙つれて土地との結合が少左〈左る傾向があ b液肥散布は今後

もあま b望め左いようである。

29)_~り 2~)~の
飼料給与作業の省力化は、とれまで肥育豚を主体として不断給与法や 8日(rC1回給説法をどの給与形

態との関連でとらえられてきた。しかし、枝肉む厚脂や飼料規産の低下左どの問題があb、まだ確立さ

30 )31 ) 
れた技術と在ってい左い。パイプライン忙よ b液状飼料を試みるものも先進県K出現している。とれま

で、とのよう K各種の試みがあるが、飼料内容が個別Kよbか左 b異在るととから省力化し忙くい面も

あb今後の課題であろう。

最近の配合飼料が高カロリー化しているとと左どを考慮すると、との種の問題は単K給与形態だけで

左〈飼料の栄養価を加味した研究が必要であろう。

5 標準技術体系と営農類型

とれまで農林水産技術会議よ b地域試験場を中心K標準撹町体系が組み立てられ養豚部門では関東東

32) ~_3). ~ 
山と北海道で計 8つの体系が発表されている。とれらのものは、豚の品種や飼料基準左どの記述はきわ

めて詳細であるが、畜舎施設と管理面では省力化を中心とした豚舎の平面的検討が左されている程度で

舎内環境と密接K関連する立面的構造、糞尿処理Kついては、今後の問題として残されている。

34) 
北海道では 46年 2月K農務部が北海道営農方式17rr:を発表しているo

加、養豚附ける管理、畜舎の問題を総合的K解説した文献は、日本で少左いが、栗原が日開ぎ

35 ) 
K、外国ではA.H.Jensenの論文が広い分野の問題を整理していて参考K在ろう。

おわりに

養豚の管理と畜舎の諸問題を、北海道の実態を紹介し左がら考えてみた。畜産(rC:;i:，-'ける生産性向上の
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の努力は、動物本来の能力を高めるという育種学的左研究と効率的左飼養管理技術の研究が平行して必

36) 
要左ととは云うまでも左い。との中で後者Kついては鈴フ!さが指適するどとく工学的手法や経済学的手法

の導入が必要であb、養豚(rCj甘いても畜産学的左手法だけでは対応でき左い時期K入ったととを強〈感

じられる。さらにや社会経済の活動が一層複雑化してゆく今日では、単K個別経営の問題だけで対応で

き左い面も多く、地域生産形態をどの広範左視点での努力も必要であろう。
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これからの養豚事業に対する豚舎環境対策

堂腰 純

(北大農学部)

はしがき

北海道が日本の食糧基地としての依存性は増しとそすれ、減る ζ とは左いと考え。られるが、豚肉の価

格が高いと云っては輸入Kよって抑制しようとする施策のみが優先されている。

農畜産物の自由化Kともなって現状のまま経過しては技術的面から見て将来日本の豚肉は殆んどを輸入

にのみ頼る結果K左るのでは左いかとなそれる。北海道の如き寒冷地にあって、その生産に非常に苦労

し、決してその効率のよいとは云えないむしろ、ー下痢、肺炎等の症状多発の非効率的生産状況下Kない

て、技術の向上左しに価格抑制のみ強いられては、との国際競争のますます激しく左る現状K拾いて極

めて危倶せざるを得左い状況に追い込まれるのではなかろうか。筆者はとと数年来、北海道豚舎の現況

を見るにつけ、産業界の破行的発展は極めてこの方面に対する協力態勢が整わず、取b残されている感

を深くする。

むしろ、農業K関係する者の中から解決して行くより方法がなさそうに思れて左らない。ことにのべる

ものは筆者の私見にすぎ左いが関係者の参考に左るととろあれば望外の幸である。

(1)学会誌上に見られた米国豚舎のー断面

食肉としての豚肉もはや国際競争下K立たされている事は先刻承知の通bであるが、遠い海洋を輸送

され、関税をかけられて向かつ国内価格K匹敵する価格に左 b得る様な生産は如何様なものであろう。

筆者はたまたま ASAE(米国農業工学会誌)誌上K発表された豚舎の換気対策陀ふれ、その考え方に

彼我の差を感ぜざるを得ない。その模様を図-1VL:示す。とれによると 50坪VL:300頭の豚を飼育し

ているとと K在る。即ち 1坪K平均 6頭の割合に在るが通路も含まれて孝子b実質的Kはマ頭近く陀なる

と思われる。との様左密飼の状況で病気の発生し左い様左環境対策が如何Kあるべきか、貴重左指針を

示している様陀思う。そとには徹底した換気対策と、それを可能にする断熱対策が見られ、とれなしUて

はとの様左密飼は不可能であるととを示している。との様左飼育態勢とそ豚肉生産施設として、特に寒

冷地に於ては考え左ければ左ら左いものと思われる。

ととに北海道と類似の気候にあるミネソタの 1例を図-2VL:示す。ととK表現されている要点を述べる

と、

1) 夏、冬の入排気の換気方式が確立されている。特陀冬季聞は冷気流が床面陀停滞し左い様に注意

されている。

北海道家畜管理研究会報，第?号， 9 1，._.企 5，19 7 2 
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(1) 蹴犬入気口，換気ト・ァ，換気扇の配置を示す横断面図
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(3) 換気ドア及び換気扇の配置平面図

図-1. 仕上げ用密飼豚舎の構造(ミネゾタ州立大学、豚舎シリーズ必-2より)



よるい窓

〔夏期の入気経路〕

①平屋式乳牛舎の場合の断熱材の配置と入気経路

室内灯用テエ_';，J 、気流調節坂用留ピン

③天井梁と平行~天井入気口断面図
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②断熱換気ドア断面図

図 -2 夏・冬の入気経路と換気ドア、天井入気口詳細区i
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スラット床¥、

一七千= 庁-

① 換気扇が，両側Kある場合のスリット状入気口，換気ドアの配置

九"メッシュ金銅

木製又は金属
製ダクト

② 夏期VCi>>けるひさし部ドアの詳細図
(外気はひさし部ドアから直接スリット状入気口へ到る。
天井裂の暖気はよろい戸から排出される。〉

図-3 
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③換気量調節用スライド式ダシパーと
ダクトの構造
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，② 両側K換気扇をつけた場合の換気ドアの配置

⑤ 冬期間のヒサγ部入気口の状態。外気は建物両端のヨロイ戸

から入り，スリット状入気ロシステムで暖められる。



れは換気ドア、出入口ドアKも必要断熱が施とされている。従って本道K台ける畜舎に散見する巻

上式鉄扉シャッターは使われていない。

3) 床面近くに放熱のさ?それのある場所(隙間風を含めて)を設けまい。

4) 入気口は天井K設け、夏期には軒より直接入気、冬期は屋根妻壁より間接入気とする。

5) 換気扇にはダクトを設け、夏冬両期には付属のタンパーを切換え、冬は出来るだけ床面近くの空

気の排出、夏は天井面近ぐの空気の排出Kつとめる。

6) 冬季聞の糞尿の仕末は省力管理上特に問題があ b、床をスラット床にして、糞尿i留めを床下K設

ける。その面積は全平面の約 1/2.5、深さ約1.8 rh...その詳細は不明であるが、臭気は換気扇K

より排出され、畜舎に流出されることが左い様にする。

等のととがあげられてなり、大型密飼の養豚事業を実施するための基本的考え方が確立し、個々の技

術は夫々相異する所があろうと思われるが、大型養豚を指向する面から多くの示唆が示されている。と

とで日本の技術面K対する対策として機械工業り面からの協力が必要であb、特に畜舎に使用できる換

気扇の開発、換気入排機構の開発、とれの自動計装化の開発がなくれているがととに換気対策としての

考え方を示そう。

A : 3. 1. 8 ....... 6 5. 4 k~ 

B : 7. 5. 4 ....... 1 1 8 

℃ 
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豚の飼育効率の最も高い温度は略々 15 .C前後と示されているo
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したがって冬季聞の室温を保つためには十分な気密性(賊風の入らない)のある断熱された畜舎でな

ければならない。室温のための熱源は豚の発熱K依在しなければ左らないが、発生熱の大半は換気Kよ

って排除し、残りの熱量で室温が保たれねば左ら左い。
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しかし、換気量を増すことは冬季間室温低下Kつら在る事であるが、外気温が低温の場合Kは換気量

が少〈左ることが実験的K示されている。

O/O 

図 10 'C 

図 15.6'C 

-10 -5 。 5 10 'C 

--'T-

外気温

図-8 毎時 0.45 4 k9の水分排除K必要左換気量

従って収容頭数と冬季聞の最低気温によって換気量の最小値が決定される 0' とれを連続運転換気量と

呼び、常時ノンストップで運転される。次K外気温は日変化を伴いながら変動する分K相当する換気量

は断続運転換気量と呼び、外気温が高い場合は運転時聞を長くし、低い場合は運転時間を短かくする。

この為Kは換気時間表を収容頭数(総体重)と外気温によって作成して金かねばならない(換気時間表

の作成の仕方は既に家畜管理研究会報K既載)断続運転のためには 10分間インターパノレのタイマーが

イ吏用さオ工る。

次K外気温が高温の場合K使用されるサーモスタットは大容量の換気扇に接続される。それを図ー10

K示す。

連続運転K用いられる換気扇はダンパーの必要は左いが、断続運転辛子よび高温時専用換気扇には断熱

ダンバーが用いられ左ければなら左い。厳寒期Kは運転停止時に凍結のなそれがあb、機構の損傷を避

ける構造でなければ左ら在:-00筆者。試作したダンパーの開閉機構を図ー 11 vc示す。

との機構はダンパーの開聞をオイ Jレシリンダ-VC求め、その圧力源としてコンプレッサー(5 kg/c11I) 

を使用し、不凍液を満たした 2クのタンクなよび 8方電俄弁 2ケを使用してダンパーの開閉を容易にし

た。過去の試作実験によると電動機を使用した開閉機構は凍結のためK損傷しやすく、エヤシリンダー

はパイプ内の空気の結露によって障害を生じやすい結果と在っている。断続運転のダンパーは並列運転

とする。
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①連続運転換気扇(最低外気温よ b設定)

入

気 jj ② 断続運転換気扇(外気温の変動によ bタイマー設定)

( 1 0分インターパノレタイマー)

口

③ サーモスタツト換気扇(外気温が高い時運転)

凶 -9 畜含換気システム

一扇気換続連量容
ハ
νり

電磁開閉器

換気タイマー

8 ~~~用換気扇

サーモス白タツト

図-10 換気扇時間調節装置・サーモスタツトダンパー開閉装置回路要領図

-3 9ー



タイマーまたはサーモスタツト

ダンパー開
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昌平lL フ ァ ン 廻 転
磁尚開

換気扇
弁 切

コンプレツサー| 換
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置 シ J)ンダー
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Cコ

「一一一「
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ファン停止 断
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熱タ:

1 --5K9/口|
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弁切閉 J、-

コンプレツサー l 換

装置

図-1 1 断熱ダンパー自動開閉装置 (注) 入気口のダンバー開閉

Kも使用可能



。〉換気対策の意義

一散K畜舎に対する投資は何ら生産K寄与しないと考えられ金をかけるべきでないと云われている。

しかしこれは大きな間違いであるo 勿論全く無駄左意味の左レョ畜舎投資の行なわれている例がないわけ

ではないがとれからの大型畜産にないては重要左意義を持ち、徹底した解析と対策が考えられ左ければ

左ら左 ¥;>0 畜産K対する十分左知識と技術を有している建築家以外にまかせられる問題では左い。

先づ換気と断熱の実施していない畜舎は、低温、多湿と左 b易い。従って冬季聞は

1) 飼料の消費量が多〈在る。

2) 飼料効率が低下する。

3) 低温Kよる下痢、肺炎が発生しやすい。

生)疾病対策としての薬剤の消費量が増大する(抗性物質禍をもたらしている)。

5) 多湿による環境の悪化、アンモニアガス等有害ガスの発生。

6) 労務管理費が増大する。

マ)結露等により建物の腐敗が促進する。

環境対策を実施するととによって

1) 肉の増体量が大きく左る。

2) 肉質が改善される。脂質が減少し、価格K反映する。

3) 薬剤の使用量が左〈左る。

心飼育期聞が短縮され、省力なよび事業の廻転が促進される。

しかも、これらの環境対策費は極めてとるに足ら左い金額であ.!?... -その原価償却は 2.-.， 3年とみて差ー・

支え左い。環境対策費としては建築総工事費ーの 8分の lを占める位でなければ、まづ諸外国の養豚事業
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図-1 3 

断熱換気豚舎と非断熱無換気豚舎の増体重の比較
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t 

K対抗して行くことは不可能と考えている。

建築設備設計に当っては先づ大型畜産としての飼育を可能とする環境対策、その設備は如何にあるべ

きかから出発しなければなら左いが、多くの現行畜舎設計をみるとき、建築費の全額を先に構造と外観

に注ぎ、換気等の対策費がゼロに近く、飼育動物が満足K育た左い悪環境をつく b出している例が極め

て多いことは十分に考え直す必要があろう。

参考資料(1)

換 気 表

1，000羽単位鶏舎換気差 (r#"mi n ) 

外(気℃温) 
1 日 1週 2 週 8 週 4 週 5週 6 週 7 週

8メ寸ゴλ 週
1 0週 1 5週 20週

1コ号、 メ寸ゴK メ寸3〉、 メ寸コ』 メ寸ミコ メ寸コ〉、 メ寸1〉、 メ寸トコ ぷ寸3L A寸ヨ入 メ寸コ入

30 6.7 3.3 59 82 100 120 150 16 0 180 220 310 390 470 560 

25 4.2 21 37 5 2 66 7 9 92 100 120 15 0 200 250 290 350 

20 2.7 13 24 :3 3 42 5 1 59 67 7 5 90 130 160 180 220 

15 1.8 8.9 16 22 28 34 39 44 49 60 85 110 130 160 

10 1.2 6.2 11 1 5 1 9 23 お7 30 34 40 5 8 7 2 85 100 

5 0.9 4.5 7.9 11 14 1 7 19 2 2 25 30 42 5 2 62 75 

。0.7 3.4 6.1 8.5 1 1 13 15 1 7 19 22 30 38 44 52 

-5 0.6 2.8 5.0 6.9 8.8 11 12 14 16 19 2可 33 40 46 

-10 0.5 2.4 4.4 6.0 7.6 9.1 11 12 13 17 ~ 2 28 33 40 

-15 o.会 2.2 3.9 5.4 6.9 8.2 9.6 11 12 15 20 26 30 36 

-20 0.4 2.1 3.6 5.1 6.4 7.7 9.0 10 11 14 19 24 28 34 

-25 o.生 2.0 3.5 会.8 6.1 7.4 8.6 9.7 11 14 1 8 23 27 32 

-30 0.4 1.9 3.4 4.7 6.0 7.2 8.3 9.5 11 13 18 23 26 31 

1，000 K:タ単位牛舎・豚舎換気量 (mYmin)

外気温('C) -30 -25 -20 -15 -10 -，-5 。 5 10 I 

牛 1.9 2.1 2.4 2.6 3.0 3.5 5.4 19 

豚 3.0 3.4 3.8 4.2 4.8 5.6 8.6 30 218 
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参考資料(2 ) 断熱工法(屋根)

断熱施行の良い例

(結露が防がれる〉

断熱詳細図

a 

畠

a 

.晶

一生生一

長尺トタン

円、野地板



参考資料(3 ) 

各種農 業施設に対する 断熱 材の厚み
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大規模酪農にお、ける乳牛管理.上の諸問題

繁殖管理上の問題

広瀬可恒

(北大農学部)

人工授精の普及Kよって、交尾陀よ b伝染する件の性病は防渇されたカヘ内分秘ホルモンの乱れが、

現在不妊の大き左源と左っている。乳牛群が大きく在って来ると、高い繁殖成績を保つととは容易左と

とで在〈、繁殖管理技術の改善が要望されているo 乳牛を正規分娩を続けさせるKは、分娩時長よび交

配受胎まで個畜観察が必要で、給飼・押し等が集団管理K移行しているのK、繁殖部門だけが集団管理

K移bきれ左いでいるのが現状である。

，畜牛健康台帳の記帳:t-r.んK健康事項のみ左らず繁殖事項を記帳する。との記帳が確実K左されてい

れば、獣医が不妊牛を診断する上K非常在助けK左るのみ左らず、毎日ある時点でこの記録をもとに次

のデーターを普及員陀提供するとと Kよって、コンビューターが次式でその手群の繁殖成績がどのよう

左状態Kあるかの情報を提供してぐれる。

roo DO I 
I T o . T 0 X o. 1 1 X 3 05 I 

HRS = 1 0 0 -I " I X 1 0 I 2 I 

た~' lペ HRS=Herd Reproductive Statusの略、牛群繁殖成績

00=調査時点で分娩後 10 0日以上の空胎牛数

10=調査時点で全成-めす牛の数

DO=調査時点で 10 0日以上空胎牛の空胎日数合計

0.11= 1 0 0日与u空胎牛の占める平均百分率数

305=空胎牛の推定される最大空胎日数

HRSが 100ということは、全牛が妊娠しているか、 100日未満の生理空胎牛であるととを意味

する。ノースカロライナ州で 5カ年Kわたタ延べ 24，0 0 0頭Kついて調査した結果、 HR S = 65.02 

士16.62であった。

乳検成績が乳牛の淘汰・飼養法の改善左らびK種雄牛の選択K関する貴重左情報を提供してくれるの

と同様K、との繁殖台帳の記帳整理KよるHRS万式K加盟するとと Kよって、繁殖管理の攻善K有用

左情報の提供を受けるとと K左ろう。

繁殖管理上の新技術の開発:発情を見付けるとと、そして適期K授精する ζ ふとの 2つが大規模畜

群で最も大切左日常業務の一つであり、また毎日やら左ければ左ら左い時間のかかる儲農家の雑務であ

北海道家畜管理研究会報、第 7号、 47--51、19. 7 2 
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る。とれらの業務を効果的K行左う Kは、注意深き観察と正確左記帳が必要であ九発情のきている経

産牛会よひ守若めす牛は、他の牛詳と Lわけして 1パドックK入れ、搾乳・給飼時以外K日VC2回は観察

し左ければ左ら左い。

そこで新たK開発され、実用の域K移されつつある技術のーっとして同期発情法がある。す左わち、

分娩後 30 ""'" 6 0日の搾乳牛vcp r 0 g e s t i n p ow d e r発を毎月 14""'" 1 8日間与え続け、ある時点

で一斉K飼料から progestinを除去する。そのあと 3，...._， 5日の間K揃って発情がくるので、予め人

工授精師と連絡をとり授精の準備をととのえてなら第 1回の授精で受胎し左かった牛は、次の分娩後

3 0""'" 6 0日の範囲Kある牛群と一緒にして、次の月再び progestin投与処理をする。との方式の

実用的左メリットは色々あるが、その中でも次の 3点が指摘されるo

①鈍発情や無発情が少左〈左るO

② 人工授精師を 1週間 5日以内の就業ですませると同時K、現在の授精師の活躍の範囲を更K広域

化させうるとと。

③ 賂農家は、従来窓胎牛群Kついて毎日注意深〈発情観察せざるを得左かったのが、とのよう左ホ

ルモン処理牛群についてだけ、しかも月 K僅か 5..._ 8日間看視するだけで済むよう K在るo

との種の発情同期化プログラムは沼、乳牛群Kついては、ほぼ完全実用化の域K達している治元とれが

実用化をはばんでいる主要左点は、同期化処理した後の第 1回授精で受胎率が現在のところ正常以下で

あるととのようである。しかし次期処理後の第 2回授精では受胎率は正常並K達すると報ぜられているO

3 2対の泌乳開始後 43日目の牛Kついて片方VCMGA処理、他方は分娩後 60日目以降の最初の発

情から受精した。 MGA処理中VC7頭の牛が発情を示した。 MGA投与中止後 2/3 の牛が発情を起し

た。第 1回の授精は分娩後平均 73日目で、対照群は 74日目であった。との第 1回授精で受胎したも

のは、処理群は僅か 9頭、対照鮮は 8頭であった。引き続き第 8回の授精までで受胎したものは処理群

2 0頭、対照、群16頭であった。

以上の技術K加えて、排卵の調整もホルモン処理で可能と左って来ているので、発情同期化技術と共

K、近い将来乳牛群の繁殖管理は労力節減を達成されよう。

E 乳牛群改良協会でパイプラインミル力一用の乳量測定器および肪脂検定用サン

プル採取器の公認事情

酪農規模の大型化と共K、フリーストーノレ牛舎といわずストール牛舎VC:t">いてもパイプラインミノレカ

ーの使用は常識化してきてなれそこで 1頭宛の乳量の秤量、脂肪テスト用サンプノレの採取器械の開発、

更K脂肪テスト法の改善の要求が日増しに増大している。との要望K応えるためDHIAでは、脂肪テス

ト、乳量測定かよびサンプル採取器械の性能調査かよび規格設定委員会を発足させ、既K市販の器械 4

長 Melengesterol acetate 1日1頭 0.5m'iを飼料K混ぜて給与、 L.J. B 0 y d 

(M i c h i g a n S t a t e U n i v • ) J. A n i m. ，S c i. 2 9 : 1 8 5 (. 1 g. 6 9 ) 
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種を公認している。

公認器械:D e L a v a 1 0 a 1 i b r a t e d R e c e i v e r J a r，¥ M i 1 k----0 -Me t e r、 Surge

o a 1 i b r a t e d Re c e i v e r J a r，¥ Oh 0 r e -Bo y Ro 1 1ー O-Measure

現在性能調査中の器械 :Milko-Scope(デンマーク Foss Electric社入 Bodmin

Mi 1 k Me t e r (ニュージーランド製)、 Meterite(英国ガスコイン社〉、 Tr u，-Te s t 

(ニュージーランド製)、 Ross-HolmMeter、WaikatoWeight & Rate 

Meter、St a -Ri t e 0 a 1 i b r a t e d Re c e i γer J a r、Dari -Koo 1 Oal i-

b r -a t e d R e c e i v e r J a r • 

とれ以外K乳脂肪率検定の一方法としてMilko-Tes t e r (1[ついて検討中であるo

委員会の構成 :Dairy ex1ension specialists 、研究者、登録協会の代表

E 給飼をめぐる問題

濃厚飼料のgroup feeding方式

大規模酪農K左ると、揮しは milking palour方式K在るのが常識と左っている。米国防‘い

て、パーラーで濃厚飼料を能力K応じて与える方式が従来行左われてきているが、ハイドロパルスミル

カ一等の出現で悔し時間が非常K能率的K短縮されてきたため、パーラ-(1[入った牛が濃厚飼料を食い

つくすのを待っていたので唱は、折角の搾乳のスピードアップの意味がうすれてきた。そとで、搾乳と給

飼を切bは左して考えられ左いかという問題が起きて種々の研究が進められている。

ユタ大学でパーラーでは濃厚飼料を与え左い方式を試験したととろ、与え左いで搾ることK馴らせる

と、却って安静左状態で搾乳が行左えるとと、それと同時(1[1頭宛濃厚飼料を与えるのと群で濃厚飼料

を与えるのとで、余b能力K差が左いことを明らかKしている。

個畜飼養 群飼養 群飼養

給飼回数 z回/日 2回/日 1回/日

乾草採食量 kタ/頭 1 O. 2 9. 6 1 O. 0 

コーンサイトジ採食量 kq/頭 1 4，4 1 4.2 1 3. 9 

濃厚飼料採食量 kq/:頭 3. 6 3. 5 3. 5 

FOM生産日量 kq/頭 1 5.1 1 5.7 1 3.6 

体重の変化 kq +26 + 1 8 +23 

(備考 2 8日宛 3期万式で個畜飼養を重複反転しての試験)

乳牛の泌乳量は 8.........企 ok.タの範囲Kばらつきがあったが、当然乳量の多いものは濃厚飼料の要度が高

いので採食振bも活発で能力が群飼のためK低下する傾向は認められ左かったと報じている。しかし乳

牛を生産乳量でい〈つかのグループK群別して、その群月Ij(l[濃厚飼料の給与レベルを変える群飼方式が
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望ましいと考察しているo

完全飼料給与完式(COmpl ete. feeds) 

濃厚飼料の群飼方式が普及するK及び、濃厚飼料と粗飼料(サイレージまたは青刈牧草)とを混合し

て一度期K与えることが、方々の試験場で実験が左されて金九濃厚飼料を粗飼料とは別K群飼した場

合と比較して夜、乳成績K左んら影響がをし給飼労力節減の効果対決であること、 栄養供給のバランスを

乱さ左い利点のあるととが共通的に指摘されている。酪農のスクーノレが大き〈左 b、購入濃厚飼料の量

が多〈在れば左る程r.うした advantageは更K大き〈左るととが見込まれるo

濃厚飼料の採食速度

乳牛がどの程度の早さで濃厚飼料を食べるか?との答は必ずしも明確K出されてい左い。濃厚飼料の

物理的形態左らびにその組成も採食速度K影響する要因であるo

濃厚飼料消費量 平均採食時間/k9 バラツキ範囲

0.91<9 2.9介 1.4 ，、、， 7.6分

1.8 3. 0 1. 6 ，司、J 5. 1 

2. 7 2. 6 1.9 ，司、d 4. 3 

3.6 3. 0 2. 4 ，司、d 会.0

会.5 2. 9 1. 9 ，句、d 3.4 

5.企 3.9 2.5 ，司、， 7. 2 

1回の配合飼料給与時vc4.5 k，タまで与える限りでは、 1 k9の消費K約 8介、 5.5切を与えるときは

3. 9好を要しているo

乳量と採食速度

1日の乳量 探食速度分/k9

2 2.7 k9以上 2. 6 

1 6"""" 2 2.61マ 2. 8 

1 6匂以下』 3. 2 

乳生産量が高〈左るとともに食い込与速度は早くなる。

体重と採先亙度

体重 採食速度分/k9

450-500k9 3. 5 

500......550 3.3 

550......600 3. 1 

6 0.0...... 6 50 2. 9 

650--700 2.7 

体重が 50 k9増す毎K約 O.2分./k9早〈左る。
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搾現速度

搾乳労力が乳牛管理労力中最大であるととは云うまでも左い処である治元一般K搾乳の施設・設備おミ

よび搾乳者の搾乳器の操作技術等が搾乳効率K影響力が大であると考えられすぎている嫌いがあれ乳

牛の搾乳性で牛を選抜するととKよって搾乳時間を短縮するという配慮が乏し・すぎるよう K思われるO

ユタの州立大学で、 4s t a 1 1 t a n d em p a 1 0 u rで412頭の搾乳牛Kついて搾乳K要した時

間別の頭数分布調査結果は次のグラフの分布のようであった。

この調査での対象牛群の搾乳速度は 2.2.......12.1分の範囲内でのバラツキがあり、平均金.6と在って

35 

30ー

頭

25~ 

数

20 

15 

10 

2 3 生 5 6 ? 8 9 10 11 12 

搾乳時間(分)

会 12頭のミルカ-VCよる所要搾乳時間分布図

いる。そして stallVCいた時間と生産乳量との間Kはo.1 8 2の回帰係数が得られている治元変動幅

が大きいため搾乳時間と乳量K辻有意左相関が得られてい左い。また 1搾乳時VC1.5"""'2k9の濃厚飼料

を食い込む牛は一般K搾乳が遅れがちであり、泌乳速度の早い牛は濃厚飼料を搾乳完了までK食いつく

せ左い傾向があったと報じて会九との観点からも搾乳と濃厚飼料の給飼作業は分離すべきととを強調

している。
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パイプラインミルカー用の乳量計について

大久保正彦

(北大農学部)

農業経営の大規模化Kつれて，新しい機械・装置の開発・導入がすすめられてゆぐが，そうした新し

い機械・装置の導入が，生産力を高め，経営内容を改善していぐという点からみて必ずしも有利K作用

していないととがあり，当初意図された目的が充分達せられていない例が少左〈ない。その原因として，

G注産現場・経営の実状と合致し左い，あるいは それを無視した機械・装置の開発・導入@涛斤しい

機械・装置を生かす技術体系が確立されてい左い，③農家に対する技術指導，アフターサービス体制が

充分で左い左どが考えられ，とぐに外国から導入した機械・装置については，とうした問題が生じやす

レョ。

本稿では，近年増加しつつあるパイプライ γ ミノレカーにとも在って登場した各種の乳量言十に関する若

干の問題点を提起するo 在全，必ずしも充分左資料陀もとずいて検討されてい左い面もあるが，関係者

の今後の論議・検討のための問題提起と在れば幸いである。

1 乳量計の種類

搾乳作業がパケットミルカーからパイプラインミルカーに移るにつれ，個体乳量を従来のよう左秤に

よって測定するととは不可能と在る。しかし，乳牛の改良や合理的左飼養管理のためKは、個体乳量の

測定は不可欠であり，そのため多ぐの乳量計が諸外固にないて開発された。その構造から大別すると，

次の 3種類K左る。

①ジャー型

ガラス容器Kー且全搾乳量を貯留し，あらかじめ刻まれた目盛から乳量を読みとるか，または直接

重量を測定する。移動が困難左ためミルキングパーラーでのみ使用される。

②秤量皿型

牛乳の一定量(1 0 0宮又は o.2 1 b s )が秤量皿にたまると，傾斜して牛乳が流れ，同時にメー

ターの指針を 1 目盛づっ動かす一一~.1 i IK-O-Meter(アメリカ〉

③測定チューブ型

流出する牛乳のうち一定量(例， 1kタ当り 1.5mf， )が， ;'WJ定チューブにたま_b，その日昼から乳量

を読みとる一一Mi 1 Kの -Scope(デンマーク)， M合 trite(イギリス)， T r u -

Test(ニュージーランド)， Waikato Weight & R， at~ Metp.r(ニュージ

ーランド)等

北海道家畜管理研究会報，第 7号， 53.........58， 1972
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左1与、全ての乳量言十にないて，乳成分分析用サンプノレの採取が可能に左っている。

2 乳量計の正確さ

乳量計は計量法K規定される検定の対象と左る計量器では左いが，その測定値を能力検定K使用する

ととも考慮すれば，一定の正確さが要求されるのは当然である。さらに，その正確さを試験する方法おミ

よぴ体制が確立されていなければ左ら左い。

アメリカにないては， DHI Aが乳量言十に関する技術委員会を設置し，乳量計はどの程度の正確さを

必要とするか，また如何在る試験方法を採用すべきか等について検討し，実際に商品化されている乳量

計を試験して，能力検定のための計量器としての適不適の判断を下しているo その報告企め によると

乳量計は次の点を充す必要があるとされている。

①各測定時毎の偶然誤差なよび偏り一一測定値のCl5%が次表の限界内にあるとと。

偏りが 25%をこえるものは不可

※ 
偏り

。
1 

4 

9 

1 6 

2 5 

偶然誤差

+ 1 0 % 

+ s.6 % ー

+ 7. 3 % 

+ 6.1 % 

+ 5. 1 % 

+ 4. 1 % 

-※各イ国体Kついて，常に過大または過小計量の傾向をしめすととにより生じる誤差のノミ一セント

②正確度一一各測定君子毎の平均値の 95%が誤差1.4%以内(9 8. O ，..._ 1 0 1. 4 % ) vcあるとと(各自

測定群毎の平均値とは， 1個の乳量計Kっき， 2 5頭，各 1回の測定値の平均〉

@乳脂肪テZ ト一一測定数の 90%が絶対誤差 O.2領以内Kあるとと。

ζのよう左基準陀もとづいて， DHI Aは 19 O 8年までに， ジ"1-型?種類 (Oh0 r e -s 0 y， 

DeLaval， Surgep種， U n i v e r' s a J， S t a -R i t e， ~ 0 ~ -M a. t i 'c )， 

秤量皿型 1種類 (Milk-Q-Meter)を能力検定用の計量器として認定じ，その後も他の製品

について試験を継続している。

イギリスVCj:，'>いては， Milk Marketing Boぇ rd VCをいて同様の認定が行われてい

るが，その基礎Kされたと思われる試験報告のによると，測定数の 98%が誤差士 O.5 1 b s又は士

5%以内にあったとされている(測定チューブ型Metrite)。

その他ニュージランド，デンマーク， オーストリア，カナダ等でも，公的左機関に砕いて，試験，認

定が実施されている。

-54ー



一方，我国にbいては，市販されている乳量計全てが諸外国からの輸入品であ_b，その使用の歴史も

浅いことから，必ずしも充分左試験体制が出来てい左いが，日本ホルスタイン登録協会では，農林省畜

産試験場b よび種畜牧場等での試験結果をもとに， 1 9 7 0年 4月，チュープ型のMilko-Sc-

o p eを能力検定用の計量器として公認している o ただし，その認定基準等については公表されてい左

いo また我聞になける乳量計に関する報告は， きわめて少左い7)。

3 二・三の乳量計について

①Milk-O-Meter 

M i 1 k二O-Meterは最も古ぐに開発された乳量計で，その正確度Kついては，いぐっかの
1.2) 

試験報告'もあ b、DHIAでも公認されてお、_b，信頼性の高いものと思われる o 我固に導入され

たのも比較的早ぐ，か在 bの台数が販売されているものと思われる。

Mi.lk-O-Meterの構造の概略は図の通りで，その正確度については，①搾乳速度によって

影響される(搾乳速度が大の場合，オーバーフローがみられ，実際量よ b低めに表示される〉 ②真空

度陀よって影響される ③使用期間の経過とともに正確度が低下する左どのととが明らかに在っている。

Milk・Q-Meter ↓Milk 

メーカーからだされたパンフレツト陀よっても，長期使用による影響があるととが指摘され，正確度
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が許容範囲内にあるかどうかを使用現場で試験するため，テストゲージが附属品としてつけられている。

もしメーターの正確度が許容範囲内に左い場合は，再調整のため直ちに工場又はサービ、スセンターへ返

送するととを指示している。

日本になける販売・使用・アフターサービスの現状をみると，すでに数年以上使用されているメータ

ーが数多〈あるはずにもかかわらず，再調整を保障する体制が存在せず，使用者は購入当初の状態のま

ま使用しているものと思われる。そのため工場で生産された時点での正確さが，使用者陀充介保障され

てい左いととになり，使用者の信頼感、が低下することは否定でき左い。

北大第 2農場にないては，昭和企 3年 10月，新牛舎完成以来，とのMilk-O-Meterを使

用してきたが， この間，若干の調査を行い，さらに再調整を試みた3)再調整については，テストゲージ

の利用， ピペットを用い秤量皿に水を入れる方法， メーター上部よ b一定流速の水道水を流しとみ，下

苦s;o>ら排出される水量とメーターの表示を比較する方法左どを試みたが， メーカーの実施している方法

・基準が不明であり(例えば，どの程度の搾乳速度に対し誤差が零に左るよう調整しであるのか)，期

待した成果は得られてい左い。

またメーターによる各測定値の合計とパイプラインにより集められ，出荷された量等の若干の比較(

厳密左実験的調査ではなぐ， 日常作業内での調査による〉を次陀示す。

〆

メーター表示値
調査期 回数 メーター表示値 出荷量等 x 1 0 0 

出荷量等

9 o 1 8. 2 k9 O 2 9. 5 k:タ +" ，，% 9 8. R ~ 2. 0 

E 2 4 4 7 5. o 4 7 8. 1 9 9. 5士2.0

E 3 7 4 4 7. 9 4 2 8. 3 1 0 4. 7士2.O 

W 4 2 4 0 4. 1 R 9 2.9 1 0 2. 9士1.9

との比較は， 26---30頭から朝夕 2回搾乳した 1日の合計値KついてのものであkJ，使用した

Milk-O-Meterは 4台であった。パイプラインKよるパjhクタ γ クへの集乳等の過程での損耗

が，実際陀どの程度生じているか不明だが， メーターによる測定値が，必ずしも常に高い正確さをしめ

しているとはいえ左い。また複数のメーターを使用している場合，洗浄時の部品の入れ替りは影響が左

いのかどうか，耐用年数はどの程度左のか等不明左点が少左ぐ左い。

③測定チュープ型のものKついて

北大第 2農場では，チュープ型のMetriteを試験的に約 1ヶ月間使用したが，その際明らか

に左った最大の問題点は，測定チューブ内に生じる泡をどう判断するかというととであった。泡の発生

状況は，乳量全よび搾乳速度によってきわめて異ったものと左り，搾乳終了時の牛乳液面上K泡のしめ

る部分は，測定チュープの目盛で o.2 ---3 k9の範囲にも達し，とれをどう読みとるかが乳量測定K大き
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左影響を与えるととは明らかである。との点については， 日本にやける販売元では充分在知識が得られ

一必ず， イギリス酪農研究所の報口にも，左んら触れられてい左い。

泡の問題は，同型式の乳量計全てK起るものと思われる。日本ホルスタイン登録協会で公認されてい

るMiIko-8copeVCは，泡の発生を抑制するための特殊在装置がつけられている。しかし，泡

の発生を完全に抑制するととは出来ず，サービスブックによれば，目盛読みと b前VCRO，.._， 40秒放置

することが指示されている。

上野)らは 4種類の測定チュープ型乳量計 (Waikato Weight&Rate Met..:. 

e r，. M i 1 k 0 ;'_.8 c 0 p e， T r u -T e s t， • M e t r i t e )について，その正確度と使用上

の問題点Kついて報告しているが，それKよると， メーター表示値の実量に対する割合は，機種の平均

値で 97. 55，.._， 1 0 1.ワ 4%の範囲陀あり，問機種内でも製品によるばらつきの大きいものがあるとと

が指摘されている。また泡の量の影響については，一定の傾向が認められ左いとしているが，乳量読み

とbの際泡をどう判断しているかについーでは触れられてい左い。

4 まとめ

我閉でもその使用が増加しつつある各種の乳量計は，全てが諸外国からの輸入品であl?， その正確さ

については，たとへ各製造固で‘充分左試験がされていても，我国VC:i，'"いては充介在試験体制が存在せず

，使用上大き左問題を残Lている。また乳量計K要求されるのは単に正確さだけで左ぐ，洗浄が容易で

確実陀出来るとと，破損しにぐぐ取扱い易いととが不可欠であ l?，とど にその衛生面からの検査実施も

必要であろう。

とうした払う題点を考慮した場合，今後我固にないても一定の公的機関K沿いて，乳量計についての試

験，その販売・使用に対する指導等を行っていぐ必要があるのでは左いだろうか。
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乳牛用畜舎施設と経済性

Economics of Housing Dairy Cattle 

O.R.Hoglund & J.L.Albright 
J .Da i ry Sc i .， 53: 1549-1559.1970. 

米国Kをける酪農経営の生産費中、畜舎、施設関係諸経費の占める割合は 5--13%であb、国内各

地域Uておミける畜舎様式、各種資材費、労賃の差異や機械装備の程度、労働左らび忙飼料の利用効率の格

差等が変異の原因と在っている。酪農家は集約的大規模経営、生産効率の向上、衛生状態の改善等を意

図して畜舎施設K多大の投資をして来ている。中西部、北東部酪農圏諸州忙長ける施設の改良発展の経

過は、まず既存のスタンチョン(以下繋留式)牛舎の改良K始ま九ついで搾乳、給飼、休息の各部が

分離した形の屋外ロット型ノレースハウジング(以下開放式)牛舎が出現している。 19 6 0年代初Uては、

貯蔵飼料Kよる通年給飼、給飼作業の機械化、へリンボーン型搾乳施設の普及忙とも左いフリーストー

ルの設置がとれに加われ問中期には屋内ロット型フリーストール牛舎が建設され始めているO 最近は

スラット床、液肥処理、フリーストール、サイレージの自由給飼等の施設を 1つ屋根の下忙収めた円形

牛舎の建築が最も進んだ型の一例として示されているo 気候の温暖在地域では、フリーストーJレ、ミル

キングパーラ一、機械給飼、さらKは乳牛や通路等を噴射水で洗河保する形式等を組合せたものが増加し

て来ているo とのよう VC1960年以降、開放式牛舎を採用する傾向がある一方、北部諸州でとく K小

規模経営農家K沿いて繋留式牛舎の建築が依然続けられている。米国内全体で 1963--65間忙繋留

式牛舎 23，1 6 8戸、開放式牛舎 15， 6 5 0戸の新築が左され、前者の 41弾、後者の 83婦が建築総

経費$1 0，0 0 0以上を要じているo 各種牛舎の主左特徴Vてついては第 1表K掲げた。

Sc~ba & Butler(1958)の報告によると、 1 9 5 8年度の統計では米国の全乳牛の 56婦は

繋留式牛舎、 35婦が開放式牛舎、 6弼が無牛舎で飼育されているが、南東部と太平洋岸諸州では 30弼

が無牛舎であ b、 5大湖地方では開放式牛舎が 4婦であるのに対し、西部山麓、南部平原地方では開放

式牛舎が 70 婦を占めるととが示されている。 19 6 9年度Kは開放式が全牛の 50弼K増加し、繋留

式が 45婦に減少していると推測されるo パイプライン方式の搾乳は 19 5 8年K全米で 10婦の乳牛

K使用されているKすぎ左いが、アリゾナ州では 65 % vc達している。パ Jレクタンクの使用割合は、

1959--64間vc1 2 %から 47弼K増加している。 19 6 8年度Kミシガン州のAランク乳生産農

家Kついて行在った調査では、繋留式牛舎が 68婦、 25婦が屋外ロット開放式、 1婦が屋内ロットの

新形式の牛舎を使用しているo 屋外ロット開放式の中 40婦がフリーストーノレを設置して長b、 6婦の

農家は繋留式を併用しているo 搾乳施設では 16弼がパーラーを持ち、 3 1婦がパイプライン左いしは

ステーション方式を使用している。ジョージア州、|で DHIA加入農家 305戸Kついて行在った調査

(1961)VCよると、 51弾がパーラ一、 49%が牛舎内で搾乳を行左って恥 b、前者の 90婦、後
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第 1表 各種牛舎の主左特徴と比較

牛 舎 形 式

比較項 目 屋外ロット開放式 屋内ロット開放式
繋 留 式 フリーストー (保温構造を含む)ノレースパ-，?'

1レバーン

l所要面積 面積、小

面積多建時排水kl職中建物語で場比合較)司的少&1
建

建築場所 十分左注意を要す 水K注意を要す

物建設時 大、但 4 0頭規模以下 6 0頭規模以上で最少 8 0頭規模以上

経 で最少 (無保温構造の

施
戸邑~ 費

維持、管理、労力費と 維持、管理、労力費とも少 維持、管理費とも中、労力
運

三R月又J も多 費少

改 良 改造、拡張とも難 適切左設計 Kょb容 易

手L
乳牛 1頭当生産

適切を管理 Uてよ b各形式とも差異をし

生
塁信自王 と乳質

産
搾乳用機械、

方法は、入手、 ステーシ ミルキングパーラーとパイプラインミノレカー

搾
施設の種類

ョン方式、パイプライン方式

手L
搾乳所要労力 多 ヘリンボーン型式C場合小

所要敷料 中 多 少 少

厩
トラクター用スク 同左 トラクター用スクレーぷ一、ロー

処 理 用 パーンクリーナー、マニュア レーパー、ローダ 液肥姐週も可 ダ一、 マ.ニュプスフ。レッダー

7一.レ、マッ5ニダーューアス または
機 械 スブVッダー スクレ-"...一、 マニュブタンク、

液肥撒布機

E~ 処 理 所 毎日多、手作業多し 毎日少 毎日 中 毎日少、液肥処理時期多

要 労 力 季節的 多

飼料摂取
食込量、勤そ採食とも 自由採食、規制l困難、群別給 自由採食、規制困難、生産

飼
規制可能 与可能 量別群別給与可能

取扱方法 機械化が最も困難 機械給与左いし自由給飼 給飼の高度機械化可能
料

給飼所要労力 一般的K多、手作業多し 中 少、可能

手入れ、治療のため分 重い外傷事故 外傷事故最少治療用施設を要す

牛
処 置

離容易
少、治療用施

設を要す

体 発情発見 最も困難 容易、早期分離が必要 多少困難、早期分離が必要

戸田古 飼料食込情況 判定が容易 毎日、個々の乳牛の綿密左観察が必要

理|取扱方法
個別管理、弱小牛の問 群管理、ポス牛問題有、牛の自由行動を伴う

題沙、乳牛の外-観良
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者([)4 9婦がパイプラインを使用している。また 19 6 6年度Kパージニア州で雇用労力 1人以上の農

家 3'7 6戸Kついて行在った調査では 79婦の農家が開放式牛舎を使用し、 72%がパイプラインミノレ

ヵ-V<:よ b搾乳を行左っているととが示されているo 1 9 6生年度ミズリー州セントノレイス地区の農家

K関する搾乳施設の調査Kよると、 合 3~惑が繋留式牛舎(tl;パーラーを使用し、会 7 %がウォークスルー

型、 9 %がへリンボーン型のパーラーを設置し、 92 %がパノレタタンクを 52 %がバイプラインミルカ

ーを使用しているo

酪農K長ける経営規模、牛舎形式の選択、各種作業の機械化等は所要生産費と'生産物価格の相互関係

Kよって影響を受けるo 米国では農業労働者の月間賃金がと':>.1 0年間年平均 7婦の上昇を示して長b、

搾乳作業の熟練者の中Kは、工場労働者K匹敵する賃金を得ているものもある。一方、建築資材や酪農

関係機械の値上 EりV<:2弼U亡すぎず、電力料金は 10年前の 9弼安と在っている。とうした経費関係がと

(V<:省力のための畜舎、施設への設資を促がして来ている。 1954--1964聞は全国的K生産物価

格K変動が少まし 19 6 4年以降か左りの上昇と在っている。従って 19 5 4年からの 10年聞は生

産者の得た収益は生産費支出K比較して一般的K低〈、との間K小規模経営で収益性の低い農家が離農

するという構造変化が左された。残った酪農家の多くは、生産費削減と純収益の増大を求めて規模拡大

や畜舎施設の近代化K多大の投資を行ったのであるo

既存のスタンチョン牛舎を改造するか、改築しで新しいフリーストーノレ牛舎に替えるかは既存牛舎の

状態、将来の拡張計画、建築資材、雇用労力費、省力Kよる収益増也現有労働力の生産性向上の度合

等Kよって決定される。 LaDueの研究 (196s)V<:よれば、 4 0頭規模の繋留式牛舎を持ヲ農家が

6 0頭規模忙拡大する場合は既存牛舎を改良し、施設の近代化を行左った方がフリーストーノレ牛舎を新

築するよりも有別であれとれKよる経費償却K前者が 14年間を要するのK対し後者は 18年間を要

するとしている。しかし規模を倍増する場合は、労賃が1時間当$1.50として新築K要する費用を10

年間で償却可能と左れ労賃が$2. 5 0 V<:上昇寸る場合はフリーストーノレ牛舎新築の方がよ b有利と在

ると試算している。日oglundはミシガン州の 182戸の酪農家を対象V<:1960--65年間K進行し

た経営上む変化を分析した結果、との間K離農した農家の 2/3 は 50頭以下の規模で能率のよ〈左い

繋留式牛舎を使用しているものが多くみられ、一方開放式牛舎を所有し、 5 0頭以上の規模の農家は経

営的K安定しているばかbで左〈、多くの場合乳牛飼育頭数や耕地面積の規模拡大を行左っていると

とを認めている。とれら農家は 5年間K畜舎、施設K平均約$7，4 0 0の資金を投じ、乳牛頭数を 73 

から 85頭K増加している。

，最近の調査によると労働費が牛乳生産費の 13--25領以上を占め、飼料費K次いで大き左経費と左

ヲている。乳牛の管理作業労働時聞のうち搾乳と運般作業V<:7 0 --.8 0掃を費している。従って牛舎や

附属施設の設計、新設にあたっては、とれら作業を効率的K行左え」るよう蛇体系を整えるととが望ましい。

米国では 1945-49から 1963--65の 18年間K乳牛 1頭当年間所要管理作業時間が 33弼

(1 2 9時聞から 86時間へ)、乳生産 100ポンド当所要作業時聞は 6s弼(2，' 6時間から1.0時間
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へ〉減少しているoWysongは 1966年Kは 1頭当時聞が平均 80時間と在九最も効率の良いも

のでは 30時間程度K左っているものと推測して恥b、さら K将来は 20時間K短縮可能であろうと述

べている。とれら労働効率の向上は、主K規模拡大、乳牛の生産能力の向上、搾乳機械・施設の導入、

乳、飼料恥よ的既肥の取扱の機械化等によってもたらされたものであるo LaDu e ( 1 9 6 6 )はへリ

ンボーンパーラ一、サイレージ単一給与、フリーストーノレ牛舎の組合せと在来の繋留式牛舎の所要労働

時間の比較調査を行左っているが、 1頭当年間時聞は前者が 43時間、後者が 76時間と左 b、同一労

力で前者が後者の 50 O/O増の乳牛頭数を飼育することが可能であると報告している。

Parsons &Full er(1962)はフリーストーノレ牛舎とパーラーの組合せと繋留牛舎とポータプ

ノレパイプラインの組合せと比較した結果、 10 0頭規模で前者の所要労働時間が後者よ b告会弼少左か

ったことを示している。 Speicherら(1970)がミシガン州で行左った調査では、最も労働効率

の高かったシステムとして屋内ロットフリーストーノレ牛舎、企頭複列へリンポーンパーラ一、サイレー

ジ単一給与なよび液肥処理方式を組合せたものを挙げている。 Oun n i n g h am ( 1 9 6 6 )は乳生産

当所要労働時間の調査を行い、金 0'"'--5 9頭規模の場合、開放式牛舎が繋留式比比し効率が 13弼高か

ったに過ぎ左いが、 100頭規模以上では 47%ltC向上することを認めているo最近の開放式牛舎Kはフ

リーストーノレを設置したものが多いが、とれよ ]J}既肥処理労力の低減、生体汚染度の低下、敷料所要量

の削減、乳牛の故障とくに乳房、四肢の外傷の減少等の効果が多くの研究で示されているoWadsworth

( 1 9 6 4.)はフリーストール設置Kょ.!?1頭当労働時間と敷料所要量が年間 2.5時聞なよび 75婦そ

れぞれ低減したと報告している。ミノレキングパーラ一、パーンクリーナ一、自動給飼システム等の開発

が進んだ結果、繋留式牛舎に付随する荷重左労働の軽減や労働効率の向上が可能と左って来ているo

Schneider (1957)は繋留式牛舎忙コンベア一式給飼機械を設置するととKよb、サイレージ

と乾草給与K要する時間最よび歩行距離が手作業と比較してそれぞれ 80掃なよび 88領軽減されたと

述べている。 Fox & S t an t 0 n . ( 1 9 6 2 )は 50頭規模の繋留式牛舎で年間 1頭当管理作業時聞

が 55時間を要する場合、とれVC5頭複列へリンボーン型パーラ一、 3頭複列ウォークスノレー型パーラ

ー左いしは 8頭単列タンデム型パーラーをそれぞれ設置することKよb所要作業時聞は 34 ，会 o，灯

時間K各々短縮されると試算しているo さら K、繋留式牛舎にミノレキングパーラーを導入する Kは将来

乳牛頭数を増加する計画があるか、または雇用労務者数を削減出来る左どの条件が左ければ刺益をもたら

らさ左いとと、 1 9 6 1年現在の建設所要資金、乳生産費、生産物価格Kもとずき概算すると 50頭規

模のものを 70頭K引上げる ζ とKよbパーラー設置に要する諸経費を約 10年で償却可能であるとと

左どを指摘しているo

牛舎の建築K要する資金はその形式や規模の違いKょb異るととも K、使用する材料の種類、乳牛の

取扱いや乳、飼料、厩肥の処理施設の選択、各種建築資材費や労賃の地域的相違等Kよっても変って来

るoT r a t t e & Lo om i s .( '1 9 6 8 )は新築の牛舎 23種類のものKついて所要資金の調査を実
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施しているが、資金の給?計が 1f t 2当木造で平均$2.7 0、鉄骨構造で$3.0 8、鉄筋構造で$4.4 8 

を要し、開放式牛舎の 8種類問では屋外ロット型$2. 7 0、屋内ロット型$3.0 8、屋内ロット型保温

構造$3. 3 8を各々要したと報告しているo 5 0頭以上の規模では繋留式牛舎語、屋外ロット型開放式

牛舎と比較して乳牛 1頭当 $75-155多くの建築資金を要しているo開放式牛舎の有利性が大き〈

左るのは 100頭規模以上VC$"いてであ夕、 5 0頭以下ではむしろ繋留式が有利と左っている。旧型式

の開放式牛舎をフリーストーノレK改造するためKは乳牛1頭当$3 4-6 0を要すると報告されている。

屋外ロット、フリーストーノレ型開放式牛舎の新築Kは厩肥処理施設を除き 1頭当 $505-677の資

金を要し、規模、飼料の貯蔵と給与施設、機械装備の程度等Kょb異在って来る。 oa s 1 e r( 1 9 6 8 ) 

は100頭容フリーストーノレ牛舎で$534-775、 200頭容で $434-621と在るととを示

している。屋外ロットと屋内ロットフリーストール牛舎間では後者が 1頭当 $0-43の支出増と左夕、

後者の保温構造のものではさらに $7.0-90の上積みを必要とするととが報告されている。 Martin

& Bauer (1964)は北部の酪農地帯では屋内ロット型のフリーストーノレ牛舎の採用が望ましい

ととを示し、さらKとの型式のものは将来の労働力不足、労働生産性の向上、生産費の増大等の問題K

も省力効果が優れているととから十分対応出来ると述べている。 Fellows (1960)は牛舎施設

の償却費を耐用年数20年として年間乳牛 1頭当繋留式$4 8、開放式$3 6と在るととを示してなb、

Hoglundら(1969)は耐用年数10年を基準K、80頭規模の屋外ロット型開放式牛舎で1頭当年$33、

屋内ロット型$39の償却費を要するとし合唱。また屋内ロット型式を保温構造にすると、維持、運営費が年1

当頭$14増とま夕、強制換気を行左う場合は電力費としてぴ*=$7"'1 2が加わるととVなると述ぐ酌ョゐ一方

Buxton & Jensen(1966)は繋留式、屋外ロット長よび屋内ロット型開放式の各牛舎Kついて維持運

営費を試算した結果、 45頭、 7 5頭のいずれの規模の場合も 8者間K差が左〈、規模拡大Vてよ.!?3者と

も年 1頭当$1 8の削減が左されるとしている。ただしとの中Kはフリーストール設置Kよる労賃と敷

料費の節減分を合めてい左い。 Kea r 1 ( 1 9 6 8 )は 15戸の酪農家について 1960-66聞の経

営分析を行在った結果を報告しているo とれら農家は最初いずれも繋留式牛舎を使用していたが、うち

5戸はとの間K能率的フリーストール牛舎を新築し、他の 5戸は一部をフリーストール忙、残bの5戸

は既存の牛舎を引続き使用の 8グルーフ'VC分かれた。当初の平均牛保有頭数はそれぞれ 56，57，61

頭であったが、 6年間K第 1グループの農家は同一労力で乳牛頭数を 57頭、純収益を年$5200それぞ

れ増加し、第 2グループは 8婦の労力を減じ、頭数、純収益の増加が、 33頭金よび$2. 3 4 9、第 8グ

ループは労力 6弱減で 15頭、 $1;094の増と在ったととを示しているo Mason & Stanton 

(1958)は搾乳施設を繋留式牛舎に設置する場合、パーラーとパイプラインのいずれを採用しても

建設費用K差が左〈、搾乳労賃が 1時間当$1.25とすると年間 560時間、$2. 5 0では 280時間

の労力を節減出来れば引き合うとしているo Fellews & Stanford (1966)は繋留式牛舎

Kパーラー左いしはパイプラインを導入するとと Kよる経済面の検討を行在った結果、頭数規模が多い

'7 2 --9 6頭と 120-156頭の 2グループでは刺益があるが、とれ以下では経済的で左いと報告し
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ている。 Fe1 lows & Ph i 1 1 i p s ( 1 9 6 6 )はコネチカット州の酪農家Vてついて投資と収益の

相互関係を分析し、畜舎施設、とく K省力面への資金投入が最も利益が大きく、耕地の拡大、乳牛の購

入、建物の増築等への投資よ b優フていると述べているo

多くの酪農家は屋内ロット型牛舎の建築とともK液肥処理システムの導入を行左っている。ミシガン

州で向型牛舎を建築した農家 40戸Vてついて行在った調査 (1969)VCよると、 1 6戸、 40係が液

肥処理施設を設けている。 Mor r i s (1 9 6 6 )は屋内K液肥溜を設置するため忙は、堀削と土台コ

ンクリートの補強等の工事費を含め容量 1ガロン当..e(4--7を要し、年間経費は工事費の 10弼とい

う基準から〆 0.4-..0.7/ガロンK在るとしている。 oa s 1 e r & LaDu e ( 1 9 6 6 )は 100頭

規模で 90日間の貯蔵能力を持フ液肥処理施設の場合、在来の厩肥処理施設よ bも建設費で$10，6 54、

年間経費で$1， 5 7 6の出費増とを b、仮VC$2/時の労力を毎日 25分間節減出来たとしても左な乳

牛 1頭当$1 2の年間経費が液肥処理のためK加算されるととを示している。 Hoglund ら(1969)

は60頭規模の牛舎K液肥処理施設を設ける場合、乳牛 1頭当、建設費VC$ 9 8、年間経費VC$16の

出費増と左れ 120頭規模ではそれぞれ$7 4と$llVC左ると試算している。 Mor r i s( 1 9 6 6 ) 

は2ヶ月貯蔵用液肥施設の貯蔵、処理K要する費用が年間トン当$O. 7 7 --1. 5 4 VC在るととを示して

いる。との費用の最も低い値は 10 0頭規模の場合で、高いものは 25頭規模の場合であるo 左為、容量

を8ヶ月貯蔵Kした場合は 1頭当年間経費として$O. 1 3の出費増K在るに過ぎず、液肥処理作業をよ

タ弾力的K行うととが可能と左る占しているo Mo r r i s ( 1 9 6 3 )はスラット床を旧型開放牛舎K設置

する場合は、建設費VC$60--85/頭の出費増と左 b、耐周年数 20年として年間償却費VC$ 6. 0--

8.5/i頭の経費が加算されると報告している。フリーストール牛舎では償却費が$1.0程度低〈在るo

スラット床を使用する際、とく K牛舎床下K液肥溜を設ける場合は硫化水素、アンモニア、炭酸ガス、

メタン等の有毒ガスKよる乳牛、施設への影響K十分K、注意する必要がある。液肥処理方式は寒冷左北

部地方で使用されている屋内ロット型保温構造牛舎で強制換気装置を有するものの厩肥処理Kは最適の

方法であるo との種牛舎では舎内温度保持のため厩肥処理等K扉を頻繁K開閉するのは好ましく左いか

らである。また液肥処理方式は厩肥処理労力を軽減する上で効果があ夕、将来の労力不足や労働条件の

改善の対策Kも適している。施設の建設や維持K要する経費増も$2.0/時の労力を 1日1.......1. 5時間

節減可能であれば十分K償うととが出来るのである。との方式はさらK厩肥中の肥料成分損失が少左い

点で有刺であるとする見方もある。 Barr & Schroeder(1961)はパーンクリーナー設置Kと

も左う建設資金、維持費、利益等にヲいて検討し、 36頭規模以上の繋留式牛舎では有利であるが 20 

頭と 28頭規模の場合は効果が在いかあるいは不刺と在るととを示している。ミシガン州での調査(1 

9 70)では 3U頭規模以下の農家で 50婦、 30--49頭規模では 81婦の農家が繋留式牛舎Kパー

ンクリーナーを導入している ζ とが報告されている。既肥処理Kついては今後環境保護の立場から種，々

の方法が開発されるものと考えられる。

(北大農学部 上 山 英 一 )
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集約的な屋内@屋外牛肉生産方式に関する諸問題

Problems Rielated to Intensive Indoor and 

P roduct ion System 

Outdoor Beef 

J eAn im. Sci • 

O.J.ELAM 
3 2 : 5 5 4-5 5 9 ， 1 9 7 1 

牛肉生産規模が拡大されるKつれて、小規模とは異った新た左問題が生じ、よ b高度の飼育管理技術

が要求されているo ととでは仕上肥育成績に影響を与ほ、す諸要因を考察する。

健康要因

肥育素牛の長距離輸送K主るストレス、広範囲からの集荷Kよる牛群内の疾病・免疫歴の違い、病牛

の発見・初期治療が難しいととから、大規模フィードロットでは牛の健康維持は困難である。若牛は成

牛よタも死亡率・疾病率が高<(表 1)、また、同データ-(rCよると雌牛の死亡率は雄牛K比べ約 25 

%高い。との死亡率は素牛の条件が良好であればo.2 5領程度までK押えるととができるo

表1 肥育開始体重別の死亡率

体 重 平均購入

均 体重均

死亡率

% 
--182 156 3.3 1 

1 8 3--2 0 5 1 9 5 2.5 5 

2 0 6....... 2 2 7 2 1 6 2. 5 6 

2 2 8....... 2 5 0 2 4 0 1. 8 3 

2 5 1--2 7 3 2 6 2 1. 3 2 

2 7 4--2 9 5 2 8 5 1. 0 0 

2 9 6-3 1 8 3 0 7 0.8 4 

31 9--341 32 9 0.7 9 

342--364 352 0.64 

3 6 5--3 8 6 3 7 4 0.6 9 

887- 生19 0.5 6 

7州九 1 6フィードロット、

環境要因

頭 数

頭

15，8 7 3 

19，740 

1 7，92 7 

59，783 

97，019 

149，8 {5 5 

1 7 0，909 

15 8，985 

103，647 

72，8'10 

79，729 

1966 -1 969年

主要因は気象条件であれ素牛の入荷月別Kよって相対的左増体費用が異左.!J(表 2)カリフォルニ

7(rC拾いてもか左 bφ違いがみられ、中西部諸州ではさらに大きい。環境要因は物理的、社会的、温熱

的左ものK分けられる。

表 Z 導入月別Uてよる去勢牛(295-318kg)の相対的増体費用

月 カリフォノレニ7a 中西部州 b 月 カリフォルニ7a 中西部州 b

1月

2月

3月

4月

5月

6月

?月

8月

100.1 弼 100.4弼 9月 103.7 

99.6 101.4 1 0月 102.1 

9 4.2 94.7 1 1月 107.4 

9 3.2 90.4 1 2月 107.4 

9 8.0 94.0 範 囲，弼 14.2 

100.5 9 5.6 開始体重， kg 307 

101.2 96.3 頭 数，頭 124，167

101.0 102.7 

a : 6フィードロット， 196 2 - 1 9 6 9年
b :ヵyサス、ネプラス夕、テキサス

5フィードロット 196 7 -1 9 6 9年
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110.4 

97.0 

20.4 
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物理的 要因

施設のタイプ:湿潤左冬季聞は屋内肥育Kよって成績は向上する〈表 3)が、施設費が高〈ヲくとと

から大規模フィードロットではほとんど設置されてい左い。屋内肥育施設の経済的適否は気象条件、建

設費、肥育成績向上の程度Kよフて決定される。近年、ふきぬけ方式の施設は冬季肥育コストが高くつ

くととから保温方式K多くの関心が寄せられている。

表 8 屋内肥育施設が増体成績K及ぼす影響

冬 季 夏 季

試験数 改善率 試験数 改善率

アイオア マ 15.2弱 7 6.3弾

オハイオ 1 2.2 1 7.5 

ミシガン 2 14.0 

カンサス 1 27.8 1 7.3 

:?'-" コ タ 1 3.9 1 1.8 

コネチカット 1 守.4

言十，平均 1 3 12.9 1 0 6.1 

地表面のタイプ:屋外肥育では気象条件の良い期聞は地表面の違い(ダート対コンクリート)は関係

左いが、湿潤低温期間は影響が大きい。特K、ぬかるみの影響が大きしとの対策として土砂で小高い

丘を作って長〈方法が実用化されている。とのととからコンクリート舗装で肥育成績は良いが、厳寒期

Kは冷えすぎる失点があ b、牛はダートを好む。屋内肥育施設の床のタイプは、建設費や肥育成績よ b

も糞尿処理コスト Kよって決められ、すのと床が機械化が可能で有利である。

照明:肥育成績の向上するととも報告されて;t.，.!J(表4)、夜間点燈するととKよって牛の採食頻度

が高まったKもかかわらず、飼料摂取量の少左かったととが注目される。

表 4 フィードロット vc;t.，ける照明効果

対照 点燈

頭 数 554  5 5 2  

日増体量， kq 1. 4 0 1. 3 9. 

日摂取量， kq 1 O. 8 6 1 O. 2 3 a 

要 求率， kq 7. 7 6 7. 3 6 a 

a : P < O. 0 1 

所要面積:1頭あた .!J9-18n(であるが、湿潤期Kは28-37m
2程度が望ましい。飼槽の所要幅

はその容量で異在るが、普通 15-23C171/領が適当であb、 1日2回以上の給飼では 1回よ bは狭〈

てよい。
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社会的要因

1群の頭数規模:実際Kは 20 --2.0 0 0頭からの幅はあるが、 100--300頭規模が多〈、大き

すぎると疾病の処置左どが困難と在る。

つつき順位:給飼場まどで弱い牛がっつかれ追い払われるととは度々観察されるが、とれは良好左肥

育成績の妨げと左るo とのため角は完全K除去するか或いは有する牛同志を別群として管理すべきであ

るo 牛群内での順位か決まると、っつき合いはほとんど起ら左〈在る。

雌・雄の分離:可能なととろでは分けて肥育されている。

年齢による分離:雌・雄Kかかわらず年齢幅の大きい場合Kは、成牛の干渉をさけるために分けて肥

育されるべきであるo

騒動の原因:雌牛の発情、過密、空腹左どがあげられる。

ー車産室直:高温、低温とも肥育成績は低下する。高温条件下では送風機の利用、飲料水冷却 (Is--

2 1 "c )が肥育成績を高めたととが報告されている。また、アリゾナ、カリフォルニ7の砂漠地帯では

日よけ施設が好成績を得ている。

飼育と栄養

街j育方法:消化疾病の多〈は飼料の過剰摂取が原因と左れ (1)アシドーシス、 (2)腸性中毒症、 (3)鼓腸

症、 (4)腸炎、 (5)第 1胃炎ー肝のうよう合併症があるo (1)は殻類の過剰摂取忙よ b仏)と併発しやすい。ょ

b危険左のは(5)で肥育成績は低下する(表 5) 0 (訪は不規則左飼料摂取で起と b不断給飼では少左い。

表 5 肝のうよう Vてよる日増体量の影響

肝臓の状態

正常 のうよう

カルフォ Jレニア， 1 1.1 9 ~タ 1. 1 0 

， 2 1.34 1. 1 9 

イ ノ イ 1. 2 9 1. 1 3 

ア キサ ス O. 1 1 a 

ネプラスカ 1. 1 7 1. 1 0 

a :向上値

飼料のタイア:仕上肥育での高エネルギー飼料の利用は、消化障害を防ぐためK注意深い飼育を必要

とする。濃厚飼料主体の飼育では上記疾病発生率の高いととがしられ、また組飼料を含んだ飼料と比べ

て濃厚飼料のみの肥育では肝のうよう発生の多いととが報告されている。

要約すると効率的左牛肉生産Kは、牛の健康、良好走栄養、良い環境が必要であb、牛の遺伝形質、

栄養・管理技術がか左 b向上してきた昨今、環境調節はよ bいうそう重要と在って〈るであろう。

〈北大農学部小竹森司1[央)
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研 究 止』
ヱ~

戸
U

一一一日 事

(1) 庶 務報告

(会報第 6号K報告以降)

① 昭和会 6年度シンポヅウム(第 11回研究会)(昭和 46年 12月 9日、於札幌市 北海道自治

会館)

② 昭和 47年第 1回評議員会(昭和47年 5月 12日、於北大農学部〉

議題:会務報告、.昭和会 7年度事業計画、役員の一部変更

(2) 会計報告

昭和 4 6年度会計報告

(昭和 46年 4月1日~昭和 47年 8月 31日)

一般会計
(単位円)

収 入 支 出

前年度 よ b 繰越 6 8.1 9 8 会報第 6 号発行費 1 6 2，0 0 0 

個人会費(300円X282口〉 研 究 会 大 会 費 7 9，0 4 5 

賛 助会 費(1001広町 1 7 5， 0 0 0 ジンポジクーム酎| 3 1， 2 5 0 
500f-LjX 31口

会 報 タτ孟Eご 上 げ 5 8， 5 0 0 1 0， 9 2 0 会議費

前 刷 タτ土ロコ「 上 げ 6. 9 0 0 通 費 3 1. 9 5 7 

会員外大会参加費 5. 3 0 0 言H 礼 1 3， 5 0 0 

預 ~ 来日 子 4. 8 4 3 事 務 費 1.8 2 1 

残 高孔次年度餅呆) 7 2， 8 4 8 

言十 4 0 3， 3 4 1 計 4 0 3， 3 4 1 

特 別 会 計

収 入 支 出

前年度 よ b 繰越 2 3 5，9 3 0 送 料| 1.800
1 

4 6年度指針売上げ(2会冊〉 2 4，0 0 0 次年度繰越残額 2 5 8.3 1 0 

戸JιZ 取 送 料 180 

言十 2 6 0，1 1 0 言十 260.110 

監査報告

昭和 46年度の会計監査の結果、間違いの左いととを認めます。

昭和 47年 6月 23日
森田

桜井

修⑪
允⑪
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編集後記 事務局周辺

o 本誌も第マ号を数えるK至った。本会発展のラッキー・セブン号忙左ればと思う。昨 46年の第

1 1回大会の講演要旨のほかK、規模拡大K伴う家畜管理上の諸問題Kついて、会長その他の方々K

総説・解説・文献抄訳の執筆を願い、ど覧の内容に在った。話題提供の方々K仕講演要旨の予稿忙加

筆して載いた。ど多忙のととろ快よく原稿を寄せられた&しとの方々 K厚〈御礼を申し上げたい。

。 本誌の編集方針は、その都度評議員会K諮って決めているが、会員個々の意見も反映して行きたい

と思う。具体的提案を歓迎します。

。 昨年第 10回研究大会の現地研究会は、参加者 13 0名の盛会。その記録・感想左どを収録すべ〈

二、三の方K執筆方依頼したが、遂K間忙合わず断念した。次回からは是非とJ思っている。

o 4月1日から札幌市K区制がしかれ、事務局の住所も札幌市北区北 9条西 9丁目と左った。事務局

の連絡等には北区を会忘れ左〈。また在札会員の住所訂正も遺漏左きを期したが、誤bがあれば連絡

願います。

o 創立以来6年間庶務幹事を担当された上山氏が本年度から小竹森氏Kバトンタッテ。事務局も徐々

K新陳代謝して行きます。

。 好評を載いた「酪農経営施設設計指針Jは、残部K余裕がなくま b、頒布を終了し士、したo :t:，"'"知ら

せと同時に、本研究会の成果として高〈評価されていることをつけ加えて長きまし工う。

o 諸物価値上tCD中、と bわけ昨年から今年Kかけての郵便料金の値上げは、本会のフトコロをも

ょうしやまくアタック。会計担当の池内名幹事もとれ以上腕のふるいようが在いと歎ぐととしき b。

。 本誌の届く頃は盛夏の候と思うが、われらが愛する家畜の管理はもとよ九自らの健康管理Vても留

意の上、第 12回大会現地研究会K参集しま・しェう。

( 4 ? 6. 2 4 Y . A .記)
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ムヱミ 員 名 簿

(昭和 4 7年 7月 1日現在〉

普 通 会 員

氏 名 住 所

(A) 

相回隆男 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

青山順 札幌市東区北 19条東 4丁目 北原電牧株式会社

赤松 勉 檎山郡江差町字水堀 棺山南部地区農業改良普及所

天野憲典 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

浅川l英夫 旭川市 6条 9丁目 旭川|市役所

浅原敬一 根室市常盤町 根室支庁産業課

朝日田康司 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

荒川|裕 虻田郡ニセコ町字本通 南羊蹄地区農業改良普及所

厚海忠夫 札幌市中央区北 8条西 6丁目 道庁酪農草地謀

安宅 夫 江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

安藤道雄 河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

(B) 

坂 東 健 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

(D) 

出村忠章 天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

堂腰 純 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

伝法卓郎 札幌市中央区北 8条西 4丁目 北海道開発局農業調査課

(E) 

榎本博司 紋別市幸町 6丁目 東紋東部地区農業改良普及所

遠藤清司 札幌市中央区北4条西 7丁目 北海道畜産会

遠藤 工 中川郡豊頃町湧洞

(F) 

古 谷 将 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

古谷将邦 河東郡上士幌町 十勝北部地区農業改良普及所上士関駐在所

藤井甚作 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

藤井健治 紋別郡雄武町字末広町 雄武町役場

藤田 裕 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科
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氏名
卜一一一
藤田昭=

藤田 保

福原正人

福家正直

(G) 

郷司 昭夫

(H) 

八戸芳夫

橋立賢二郎

橋本孝信

橋 爪徳=

端俊

早川正男

早川晋八

早川政市

芳賀六男

=

恒

稔

保

志

介

男

夫

雄

裕

会

所

典

男

郎

秋

啓

可

即

一

秀

征

郁

秀

噴

央

支

貞

宗

釦

道

中

山

瀬

賀

尾

沢

山

田

口

場

田

農

広

)

上

淵

藤

藤

T
4
 

東

広

平

平

平

平

平

堀

干

細

北

帯

(

井

今

伊

伊

夕張郡長沼町 1区

枝幸郡浜頓別町

住 所

道立中央農業試験場農業機械部

道立天北農業試験場

札幌市中央区北 2条西4丁目 三井ビル内 日配札幌駐在所

虻田君曙茂別町 南羊蹄地区農業改良普及所喜茂別駐在所

有珠郡伊達町末永 9 有珠地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

標津郡中標津町 北根室地区農業改良普及所

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市中央区北 8条西 6丁目 道庁農務部

上川郡新得町福山 狩勝牧場

札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

金沢市諸江町上丁 33 8 本多製作所

亀田郡亀田町赤川通 205 函館地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部畜産学科

札幌市豊平区羊クE 北海道農業試験場畜産部

札幌市中央区北 8条西 6丁目 道庁畜産課

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

帯広市大通南 7丁目 4番地 道東クボタ農機販売K.K.

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

標津郡中標津町東金条北 3丁目 北根室地区農業改良普及所

帯広市西 3条南 7丁目 1企

札幌市中央区北企条西 7丁目畜産会館内 北海道畜産会

札幌市中央区北4条西 1丁目 ホタレン畜産事業本部

標津郡中標津町東 9条北 1丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科
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氏 名

伊藤和彦

池 盛重

池内義則

石井俊貞

石坂光男

五十嵐義任

井谷定幸

井芹靖彦

市 川 舜

市川武雄

猪野毛 好

入沢充穂

市丸弘幸

(K) 

上出

基

信

孝

光

人

泰

需

甲

彰

忠

己

崇

三

治

忠

勝

向

博

直

克

洋

敬

回

国

勢

川

川

谷

橋

木

田

上

上

崎

島

原

子

江

寵

海

加

金

金

糟

唐

柏

堅

川

川

河

川

川

金

住所

札幌市中央区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市豊平区羊ク丘 北海道農業試験場畜産部

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

足寄郡足寄町南 8区 大井アパート内

天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

標津郡中標津町 道立根到11農業試験場

紋別郡興部町 興部町役場畜産課

河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

校鞠浜頓別町旭ク丘 宗谷家畜保健衛生所

江別市 6条 8丁目 石狩中部地区農業改良普及所江別紅在所

枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

摂津郡標津町字川北標津農協内 ポオ艮室地区農業改良普及所標津駐在所

手屯 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

11 /1 

札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

札幌市豊平区月寒東 4条 9丁目 北海道開発コンサルタント株式会社

留萌市高砂町

標津郡中標津町 道立根到11農業試験場

滝川市東滝川 道立滝川畜産詞験場

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場物理部

H 畜産部

盛岡市下厨川字赤平 東北農業試験場畜産部

上川郡東川町西 4号南 1番地 東川町農業協同組合

江別市西野幌 酪農学園大学

標津郡中標津町字茶志骨パイロット

名寄市西会条南 2丁目 名寄地区農業改良普及所

常巨君陽11子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

虻田郡豊浦町字幸町 豊浦町農協
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氏名

釜谷重孝

神野 栄

菊地 力

北 誠

北村方男

北守 勉

小竹森訓央

小林久男

小林道彦

小林 弘

小南 豊

加葉田剛吉

朽木 太一

久米小十郎

黒沢不二男

近藤知彦

(M) 

松居勝広

松田従三

松見高俊

松村 宏

松尾信一

松 岡 栄

松井武志

松川五郎

松本圭右

松本達夫

松 谷隆志

松沢裕一

増田益男

目黒勝春

住 所

天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

札幌市中央区北 4条西主丁目 ホクレン農機施設事業本部

札幌市中央区大通東 1丁目 北海道電力株式会社サービス課

夕張郡栗山町 空知南東部地区農業改良普及所

札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場畜産部

枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

札幌市豊平区里塚 27 8 日熊工機株式会社

札幌市中央区北8条西7丁目酪農センター内 北海道酪農協会

枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

中川郡本別町仙美里 道立農業講習所

札幌市中央区北 4条西 1丁目 北農中央会

上川郡東川町西4号南 1番地 大雪地区農業改良普及所東川駐在所

江別市西野幌58 2 酪農学園大学

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

亀田郡大野町 道南農業試験場

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

n n 

n n 

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

滝川市東滝川

帯広市稲田町

阿寒町鶴居村幌目

道立滝川|畜産試験場

帯広畜産大学酪農学科

幌目農業協同組合

札幌市西区琴似町山の手 6条 1丁目

11 

n 

根室市常盤町 8丁目 28番地 根室支庁経済部産業課草地係

札幌市中央区南 16条西 1丁目 北海道開発局職員研修室

枝幸郡中頓別町 宗谷中部地区農業改良普及所

川上郡標茶町字標茶 釧路北部地区農業改良普及所

夕張郡由仁町字由仁 由仁農協

石狩郡石狩町花畔 石狩中部地区農業改良普及所石狩駐在所
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氏 名

l 目黒義亮

!I 水 戸東治

団ニ浦四郎

一品賢二

一 股正年

光本孝次

溝浩

森口誠造

宮本啓二

宮沢香春

宮沢典義

桃野作次郎

森 二三男

森 勉

森糸繁太郎

森田 修

棟方惇也

村井信二

(N) 

中松喬三郎

中宮栄治

中本憲治

中沢 功

長野 宏

南部 悟

難波直樹

楢崎 昇

西 部慎一

西本義典

西村充ー

西埜 進

住 所

天塩郡天塩町 天塩町役場産業課

常巨郡端野町 2区 端野農協

札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

留萌市高砂町 南留萌地区農業改良普及所一

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

札幌市東区苗穂町 36 雪印乳業側酪農部

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

札幌市豊平区羊ク丘 北海道農業試験場草地開発第一部

埼玉県蕨市北町 1-26-21 日本車輔蕨寮

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業経済学科

旭川市?条 10丁目 旭川|市農業改良普及所

天塩郡天塩町宇川|口 北留萌地区農業改良普及所

虻田郡虻田町字三豊

札幌市中央区北会条西 7丁目畜産会館 北海道畜産会

札幌市北区北 10条西4丁目 北海道開拓農業連合会

河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

札幌市豊平区福住 26 -1 1 

亀田郡大野町 渡島中部地区農業改良普及所

札幌市豊平区月寒東 4条 9丁目 北海道開発コンサルタント:ra.

札幌市豊平区羊ク正 北海道農業試験場草地開発第一部

斜里郡斜里町本町12 斜里東部地区農業改良普及所斜里町駐在所

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

滝川市東滝川 道立滝川|畜産試験場

江別市西野幌 58 2 酪農学園大学

札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

帯広市西 1条南 9丁目 北農中央会十勝支部

滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

江別市西野幌 582 酪農学園大学
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氏名

西塚直久

忍 関 t向武

野村 喬

野村 点

(0) 

岡村俊民

岡本全弘

越智光正

越智勝利

及川 寛

小野哲也

小野瀬 勇

大橋 忠

大岩 良

大久保正彦

大浦義教

大森昭二

大川、勇三郎

小川 薫

小川 博

近江谷和彦

小倉 紀美

長田家広

(8) 

匂坂昭吾

沢口 明

斉藤 亘

斉藤 斉

酒井義広

桜井 允

佐 藤 博

住 所

樺戸君閉形町 空全日中部地区農業改良普及所月形駐在所

札幌市中央区北会条西 1丁目 北農中央会

江別市西野幌 582 酪農学園大学

樺戸郡月形町 空会日中部地区農業改良普及所月形駐在所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

上川郡新得町 道立新得畜産試験場ー

上川郡上富良野町役場内 農業改良普及所

常目郡訓子府町駒里 ホタレン種畜改良牧場

上川郡新得町 新得畜産試験場

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

川上郡標茶町桜町 釧路北部地区農業改良普及所

虻田郡留寿都村字留寿都

帯広市北 14条南 6丁目

札幌市北区北 9条西 9丁目

南羊蹄地区農業改良普及所留寿都駐在所

十勝家畜保健衛生所

北大農学部畜産学科

相幌市中央区北日条西 7丁目酪農センター 北海道酪農検査所

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

東京都千代田区大手町 1-8-3 全販連東京業務支所

稚内主:大呆 2丁目 ホタレン稚内支所

上川郡美瑛町中町 B丁目 大雪地区農業改良普及所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

札幌市中央区北 8条西 6丁目 道庁農業改良課

滝川市東滝川 道立滝川|畜産試験場

新冠郡新冠町字新冠 59 日高中部地区農業改良普及所新冠駐在所

夕張郡長沼町北長沼 道立中央農業試験場農機部

三石郡三石町字本桐 日高東部地区農業改良普及所三石町駐在所

常目郡端野町宇端野 端野農協

夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場畜産部

札幌市北区北18条西 9丁目 北大獣医学部
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氏 名 住 所

佐藤和男 滝川市東滝川 道立滝川|畜産試験場 可. : "~ 

佐藤清美 栃木県那須郡西那須野 農林省草地試験場

佐藤繁雄 野付郡別海町字西別 南根室地区農業改良普及所

佐藤 実 11 11 

佐 藤 拓 次 郎 美唄市美唄 1610-1 専修大学美唄農工短期大学

佐藤秀雄 上川郡占冠村 富良野地区農業改良普及所占冠村駐在所

曾根章夫 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

杉山英夫 札幌市中央区北4条西 7丁目畜産会館 北海道畜産会

住吉正次 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

首藤新 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホニクレン畜産事業本部

鈴木雀三 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

鈴 木 昇 幌泉郡えbも町字歌別 北海道襟裳肉牛牧場

佐々木春夫 青森県十和田市三和博下平 60 佐々木農機株式会社

寒河江洋一郎 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

ニ月ヰ己 円 措 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

赤城望也 札幌市中央区北 4条西 1丁目 ホクレン種苗課

白井俊三 札幌市東区苗穂町 36 サツラク農業協同組合

品沢寛文 士別市西土別町東ノ沢

篠原紀世史 河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

島田実幸 夕張郡長沼町北長沼 道立中央農業試験場農業機械部

島内満男 美唄布美唄16 1 0 -1 専修大学美唄農工短期大学

(T) 

田中正俊 滝川市東滝川 道立滝川|畜産試験場

高井宗宏 札幌市北区北 9条西 9丁目一 北大農学部農業工学科

高石克己 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産資材課

高 橋俊行 弘前布文京町 弘前大学農学部

高橋英紀 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

高畑英彦 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

高倉正臣 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

高野信雄 栃木県那須郡西那須野町 農林省草地試験場牧草部
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氏 名 所住

高野定郎

高安一郎

滝沢寛禎

武田太一

武田 明

竹内 寛

丹代建男

谷口隆一

手島正浩

寺尾日出男

寺島 正

戸田節郎

鳶野 保

所 罪日 禎

谷 喜久次

豊川|好司

坪松戒三

土田鶴吉

土谷紀明

土屋 馨

堤 義雄

常松 哲

常松 仁

(U) 

上田義彦

上村慶治

上 山英一

宇那木宏昌

裏悦次

補上 清

梅津典昭

札幌市中央区北4条西 7丁目畜産会館内 北海道畜産会

弘前市文京町 弘前大学農学部

夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

弘前市文京町 弘前大学農学部

札幌市中央区北 8条西7丁目酪農センター内 北海道農業開発公社

札幌市中央区北8条西 7丁目 北海道農業会議

滝川市東滝川l 道立滝川|畜産試験場

" " 
札幌市東区首穂町 36 雪印乳業株式会社酪農部

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

上川君問日寒町農協内 士別地区農業改良普及所和寒町駐在所

河西君日芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

札幌市豊平区羊クE 北海道農業試験場草地開発第一部

滝川市東滝川| 道立滝川|畜産試験場

札幌市豊平区羊ク丘 北海道農業試験場農業物理部

弘前市文京町 弘前大学農学部

" " 
札幌市中央区北 4条西 7丁目畜産会館内 北海道畜産会

帯広市西 21条北1丁目 土谷特殊農業機具製作所

中川郡本別町字仙美里 道立農業講習所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

美唄市美唄 1610 専修大学美唄農工短期大学

札幌市中央区円山西町企 91 -.6 1杉原荘

札幌市中央区北 8条西 7丁目酪農センター 全酪連柏幌出張所

札幌市中央区北 4条西 2丁目 ヤンマー農機紛技争開究所

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農羊部酪農科学研究施設

旭川市永山町 7丁目 46ノ 1 全購連北海道農業機械講習所

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

帯広市稲田町 帯広畜産大学

札幌市中央区北2条西 4丁目三井ピル オリオン機械K.K.
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治

野

名
一

一

安

緑

一

回

沼

)

氏
一

-W

梅

鵜

ぐ

渡辺

渡辺

渡辺正雄

渡辺信吾

渡一辺良雄

(y) 

保 田 博

山田勝美

山田正義

山島由光

山崎了介

山下陽照

米内山昭和

米田裕紀

梁川 | 良

吉田富穂

吉田 稔

吉田寿一

吉田

吉田一男

吉 田則人

吉井栄治

吉谷川 泰

芳垣 勲

弓座澄夫

住 所

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

厚岸郡浜中町茶内 到11路東部地区農業改良普及所

隆

寛

札幌市豊平区豊平 8条 6丁目 スター農機株式会社

上川郡新得町 道立新得畜産試験場

枝幸郡浜頓別町 浜頓別町北オホーツク畜産センター

札幌市中央区北 1条西 17丁目北都ピノレ内 北海道ヰセキ農機販売紛

苫小牧市表町 15 -1 4 ホクレン苫小牧支所

札幌市豊平区月寒東 4条 9丁目 北海道開発コンサルタント鞠

夕張郡長沼町東 6線北15号 道立中央業農試験場経営部

夕張市沼の沢 102 空会日南東部地区農業改良普及所

河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

札幌市中央区北4条西7丁目畜産会館内 北海道畜産会

上川郡新得町福山 狩勝牧場

滝川市東滝川| 道立滝川畜産試験場

11 " 

'悟

札幌市北区北 18条西 9丁目 北大獣医学部

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市豊平区東月寒 27 北海道酪農開発事業団人工授精所

枝幸郡浜頓別町 浜頓別町役場

標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

美唄布美唄 1610-1 専修大学美唄農工短期大学

帯広市稲田町 帯広畜産大学草地学科

幌泉郡えbも町字歌別 北海道襟裳肉牛牧場

常自郡訓子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

大阪市北区茶屋町 62 ヤンマー農機闘技術研究所

常日郡佐目伺町 東紋東部地区農業改良普存所佐日間駐在所

(計26 5名)
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北海道家畜管理研究会々則

第 1条 本会は北海道家畜管理研究会と言い‘その事務局を北海道大学農学部K置く。

第 2 条 本会は家畜管理等医長ける機械化、省力化、衛生管理並びKその経済性左どに関す

る研究の促進及びその健全左普及を図るととを目的とする。

第 8 条 本会は目的を達成するためK次の事業を行う。

1 講演会及び研究会の開催。

2 機関誌の刊行。

8 その他本会の目的を達するK必要とする事業。

第会条 本会は本会の目的K賛同する個人及び団体で、構成するO

第 5条 本会は役員として会長 1名、副会長 1名‘評議員、幹事‘各若干名及ひ濫事 2名を

なく。役員の任期は 2ヶ年とする。但し再任を妨げ左い。会長は会務を総理しも本

会を代表する。評議員は講演会‘研究会その他本会の目的達成K必要とする事業を

企画し評議するo幹事は庶務、会計‘編集その他日常業務を執行するO 左軒、本会

には顧問をなくことが出来る。

第 6条 評議員‘監事は総会Kないて会員よ b選任する。会長及び副会長は評議員ょ b互選

し総会に拾いて決定する。幹事は会長の委嘱によるO

第 7条 会員を分けて普通会員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし.その会費は年300

円とするO 賛助会員は個人又は団体で‘その会費は年 1口5，00 0円、 1口以上と

するo

第 8 条 総会は毎年 1回開催し‘会の運営K関する重要左事項を決定する。必要K応じて臨

時総会を聞くととが出来る。

第 9 条 本会の会計年度は 4月 1日よ b翌年 3月 31日までとする。

第 10条 本会々則の変更は総会の決議によら左ければ左らない。




